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  ウルトラマンは身長40ｍ、体重３万５千ｔ。この体格は科学的にどうなのか？



  ウルトラセブンがマッハ７で空を飛ぶと、衝撃波で大変なことになる！



  『シン・ゴジラ』で展開された「無人在来線爆弾」。その威力を科学的に考える。



  なんとスバラシイ武器だろう。『マジンガーZ』のおっぱいミサイルを絶賛！



  『フランダースの犬』の最終回、ネロとパトラッシュが幸せになる方法はなかったの!?



  『恐怖新聞』は、一回読むと寿命が100日縮まる新聞！ すると、死ぬのはいつ!?



  ウルトラマンの寿命は２万歳！ 生物とはそんなに長く生きられるもの？



  イルカに乗って、７つの海を行く。『海のトリトン』の旅はどれほど大変か!?



  「十二支」の順番がナットクできない！ ぜひとも科学的に正しくやり直そう！



  『エースをねらえ！』の緑川蘭子は、壁打ちでテニスボールを割っていた！ それ可能!?



  小説や映画で何度も描かれてきた透明人間。どうすれば実現できるのか？



  怪獣図鑑の「得意技」がオモシロイ！ それらは自慢できるほどのワザなのか？
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　人間の想像力が作り出した架空の物語を、本書では「空想科学の世界」と呼んでいる。その歴史を考えるときに避けて通れないのが、怪獣ゴジラだ。太平洋戦争の敗戦から10年も経たない１９５４年、映画『ゴジラ』に登場した怪獣で、眠っていた古代生物が水爆実験の影響を受けて巨大な怪獣になったという設定であった。その身長は50ｍ、体重は２万ｔ。

　当時の建築基準法は、建築物の高さを31ｍまでに制限していたから、ゴジラは想像を絶して大きな存在だった。この怪獣より大きいのは、戦前に建てられた国会議事堂（65・４５ｍ）や五重塔（最大は東寺の五重塔で54・８ｍ）くらい。それゆえだろう、昭和の中盤に生まれた子どもたちにとって「ゴジラは50ｍ・２万ｔ」という数字はよく知られていて、特に怪獣好きの男子にとっては常識みたいなものだった。

　そして、ゴジラの体格設定が強い印象を残したせいか、以降に登場したガメラやウルトラマンなども、その身長と体重は登場時から明らかにされていた。それらの数字を見ながら、子どもの頃の筆者は「ゴジラに比べて小さいなあ」とか「重いなあ」とか思っていた。ゴジラが大きさや重さの基準になっていたわけである。

　しかし、この「身長50ｍ・体重２万ｔ」という体格は、生物として適切なのか。ゴジラ、ガメラ、そしてウルトラマン、彼らの身長と体重の設定が科学的にナットクのできるものだったのかどうかを考えてみよう。


◆ゴジラの体重２万ｔは正しいか？

　科学的にナットクできる設定とはどういうことか。それは、同じ体形をした生物が、巨大化したときの数値と比較してどうなのかということだ。たとえば、体長50㎝、体重４㎏のネコが10倍に巨大化したときの適正な体重を考えてみよう。

　体長50㎝の10倍は、５００cm＝５ｍだが、このとき体重は10倍では済まない。10倍に巨大化すると、縦も横も奥行きも10倍になるから、体重は10の３乗倍で、すなわち１千倍に増加する。４㎏のネコなら４千㎏＝４ｔということだ。

　では、怪獣ゴジラの場合はどうなのか。そもそもゴジラと同じような体つきの動物はいないから、まずは何を基準に考えるべきか、という問題がある。

　こういう場合は、ゴジラの人形を水に沈めるとよい。生物の体の密度は、水とほぼ同じ１㎤あたり１ｇである。それゆえ、水槽いっぱいに水を溜めて、そこに人形を沈めたとき、あふれ出した水の量が人形の体積となり、その水の重さが人形サイズの生物の体重となる。

　筆者が持っているゴジラの人形は、身長14・８㎝。内部に水は入らない構造になっている。これを水槽に沈めてみると、３２３㎤の水がこぼれた。ここから、ゴジラ人形の体積は３２３㎤であり、この大きさの生物が実在したら体重は３２３ｇになることがわかる。

　これを基準に、身長50ｍのゴジラの適正体重を考えよう。50ｍとは人形の３４０倍だから、ゴジラの体積は３４０×３４０×３４０＝３９００万倍となって、１万２５００㎥。すると、適正な体重は１万２５００ｔということになる。
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　むむむ……。２万ｔより、だいぶ軽い。筆者が幼い頃から暗記していた「ゴジラの体重２万ｔ」は、科学的には正しくなかったということだろうか!?　そうであってほしくはないが……。

　まあ、これについては心配無用かもしれない。ここまでの考察は、ゴジラの体が通常の生物と同じ物質構成であることが前提になっているが、体の大きな生物は、体重を支えるため骨が太くなる傾向がある。そして、骨の密度は、体の平均密度の２倍ほどにもなる。ゴジラの大きさになると、骨が太くなる結果、体重も重くなって、２万ｔになっている可能性もある……はず。きっとそうなのだと思いたい。


◆ウルトラマンはあまりにも重い！

　やや強引だが、ゴジラの体重にナットクしたとしても、気になるのはウルトラマンである。

　その身長は40ｍ、体重は３万５千ｔ。この数字も昭和の子どもには広く知られていたが、右で考えたゴジラと比較すれば、嫌な予感がする。身長はゴジラよりも低いのに、体重ははるかに重い。しかも彼は、見た目の体型が、ゴジラよりもずっと痩やせている……。

　ウルトラマンの体形は人間とほぼ同じだから、人間を基準に考えるのがいいだろう。主題歌によれば、彼は「怪獣退治の専門家」なので、体格のいい運動選手のような人、たとえば身長１８５㎝、体重90㎏の人が、身長40ｍに巨大化したと仮定しよう。

　ウルトラマンの身長40ｍとは、１８５㎝のおよそ22倍だ。そしてゴジラと同様、体重は22倍では済まない。身長も、体の横幅も、前後の厚みも22倍になるのだから、体重は22の３乗倍で、ほぼ１万倍。90㎏の１万倍とは……、えっ、たったの９００ｔ!?

　これは驚いた。人間がウルトラマンの大きさになっても、体重は９００ｔにしかならないということだ。それなのに、ウルトラマンの体重は３万５千ｔ。差が３万４１００ｔもある。

　うーん、どう考えればいいのだろう？　ウルトラマンは、人間がその大きさになったときの40倍近くも重い。それが事実だとすれば、ウルトラマンは体の密度が、人間の40倍近くもあることになるが……。

　ゴジラのところで述べたとおり、水や生物の体の密度は１㎤あたり１ｇだ。そして鉄が１㎤あたり７・９ｇで、金が１㎤あたり19・３ｇ。もっとも密度が大きいのは、オスミウムという稀少金属で、１㎤あたり22・６ｇもある。ところが、ウルトラマンの体の密度はそれをはるかに上回り、１㎤あたり40ｇもあるのだ！

　この宇宙において、元素の種類は共通であり、大きな星の中心部などを除けば、オスミウムより密度の大きい物質は、宇宙のどこにもない。なのに、ウルトラマンの体を構成している物質は、その１・７倍も重いというのだ。あんたの体は、いったい何でできているんだ、ウルトラマン!?
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◆オドロキのガメラ対ギャオス

　最後にもう一つ、怪獣ガメラの体重を考察してみよう。ゴジラの対抗馬とも目されたこの怪獣については、子どもの頃からとても気になっていた。

　その身長は60ｍと、ゴジラやウルトラマンよりも大きい。にもかかわらず、体重は80ｔだというのだ！　ゴジラに比べると、たった２５０分の１。映画で流れていた歌では「デカいぞ身長60ｍ、重いぞ体重80ｔ」などと言っていたが、身長はともかく、体重は全然重くないッ！

　いかん、検証する前に決めつけるのは、科学的な態度とはいえない。そこで、ガメラの人形を水に沈めて密度を測定すると、わあっ。１㎤あたり、たったの０・００２６ｇ！

　ついでに、ガメラの最大のライバルであった怪獣ギャオスについても測定してみよう。身長65ｍ、体重25ｔのこの超音波怪鳥の場合、密度は１㎤あたり０・００１４ｇ。

　ひえ～っ。この２匹はもう、軽すぎるとかなんとかいうレベルではない。ガメラの体の密度は、発泡スチロールの８分の１しかない。この怪獣は海からやってきたが、どうやって水中に潜ったのか、つくづく謎である。ギャオスに至っては、もはや水と比べるほうが間違っている。その密度は空気の１・２倍にすぎないのだ。ギャオスの体は、いったい何でできている!?　まさか、ガス……？

　この２匹が激突した映画『大怪獣空中戦ガメラ対ギャオス』は屈指の傑作だった。しかし、もしその戦いを科学的に正しく描いたら、目を疑うほど迫力のない怪獣映画になっていただろう。

　展開されるバトルは、空気入りビニール人形と、ゴム風船人形が戦うようなもの。ガメラのパンチが「ぱふ」。ギャオスのキックが「ぽふ」。風に吹かれて漂いながら、戦い続ける２匹はどこか遠くへ流れていく……。　

　うーむ。ウルトラマンはあまりにも重く、ガメラはあまりにも軽い。こうして比べてみると、ゴジラの体重２万ｔにはすごくナットク行きますなあ。さすが、怪獣の開祖かいそというべきか。
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　ウルトラマンは、マッハ５で空を飛ぶ。と、怪獣図鑑などにはサラリと書いてある。しかし、これはとんでもないスピードだ。

「マッハ」とは音速の何倍かを表す単位。音速は気温15℃のとき秒速３４０ｍ＝時速１２２４㎞で、これを超えると「超音速」になる。

　空想科学の世界では、ウルトラマンなどの正義の味方も、ラドンやキングギドラなど翼を持つ怪獣も、ウルトラ警備隊などの各種マシンも、必ずといっていいほど超音速で飛んでいる。たとえば、右のウルトラマンのマッハ５の場合、そのスピードは時速１２２４㎞×５＝時速６１２０千㎞。新幹線の20倍も速い。

　特撮映画やヒーロー番組において、ここまで超音速が流通しているのは、現実の世界にも超音速で飛ぶものが存在しているからだろう。航空自衛隊のＦ−15イーグルの最高速度は、マッハ２・５。ジェット戦闘機がマッハ２・５で飛べるのなら、ウルトラマンがマッハ５で飛ぶのも不思議ではないような気がする。

　だがそんな単純な問題なのか？　飛行の能力さえ持っていれば、ヒーローや怪獣が超音速で飛んでも、何の支障もないのだろうか。

　彼らは重要な問題をスッカリ忘れている。超音速で飛行する際に生じる「衝撃波」のことを！　ここでは、それがいかに恐ろしいものであるかを考えてみたい。


◆衝撃波の形とは？

　物体が超音速で飛行すると、先端から衝撃波が発生する。大気中でこの運命から逃れることはできない。

　衝撃波とは、そこだけ圧力の高くなった「空気の壁」で、真横から見るとくさび形、実際には立体でソフトクリームのコーンのような形をしている。

　これが地上に達すると、人間には「ダン！」とか「ギン！」といった耳をつんざく音として聞こえ、窓ガラスを割るなどの破壊力を持つ。その威力は、物体が大きく、速度が速く、距離が近いほど強くなる。

　ヒーローたちの飛行は例外なく超音速。ということは、みんながみんな、この衝撃波をぶっ放しながら空を飛んでいるのだ。街はどうなってしまうのか。

　たとえば身長40ｍのウルトラマンが、高度１千ｍをマッハ５で飛んだとしよう。この場合、ウルトラマンの進路から左右に３・３㎞ずつの幅で、下界の窓ガラスはバリバリ割れ、人々はバタバタ失神する。ウルトラマンの飛行速度に合わせ、被災地域もマッハ５で前方に広がっていくことになる。怪獣を勝手に暴れさせておくのとどっちがマシか、という話だ。

　ヒーローたちにはもう一つ、深く自覚してほしいことがある。それは「超音速で飛行している物体自身も、自分が生み出した衝撃波から逃れられない」という事実だ。

　速度が速いほど、衝撃波のコーンは細くなる。つまり、先端の角度は小さくなる。そして、衝撃波を発生させている物体自身も、そのコーンからはみ出せば、衝撃波を受けてしまう！

　超音速で運動する物体から発生する衝撃波の形は、次のような作図によって求められる。
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    	１．半径１の円を描く

    	２．円の中心から、マッハで示された数値の長さの直線を描く。たとえば、マッハ２だったら、円の半径の２倍の長さになる

    	３．直線の先端から、円の接線を２本引く




　２本の直線で作られたくさび形の図形が、横から見た衝撃波の形である。前述どおり、実際には立体なので、正確にいえば円錐えんすいの断面ということだ。

　衝撃波は物体の突起物から生じるので、運動している物体自身も、この円錐形からはみ出せば、先端から発生した衝撃波を受け、破壊されてしまう。

　超音速機の翼が細長い三角形になっているのは、自分が発生させた衝撃波の円錐からはみ出さないためだ。Ｆ−15イーグルがマッハ２・５で飛ぶときに発生する衝撃波の先端角は、47度である。あの形ならはみ出さず、安全ということだ。
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◆ああっ、ヒーローの頭が！

　ところが、空想科学の世界のヒーローたちは、そんなことを気にしている様子がまったくない。全員はみ出しまくりである。

　キングギドラから見てみよう。この宇宙怪獣はマッハ３で飛ぶというが、流線形からほど遠いあのスタイルで音速を超えるのは自殺行為だ。

　マッハ３の場合、円錐の先端角は39度であるから、間違いなく自分の翼を直撃する。しかもこいつはアタマが３つもある。どの頭も、他の２つの頭から発生した衝撃波を受ける構造になっているのだ。これならゴジラは何もする必要はない。飛んでくる途中で勝手に首がぶっ飛んで「完」である。繰り返し襲来することで有名な怪獣だが、何度来たところで結果は同じだ。
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　キングギドラに比べると、ウルトラマンの飛行姿勢はかなり流線形に近い。しかし、ウルトラマンの飛行速度はマッハ５だから、衝撃波の先端角は23度になる。テレビ画面でお馴染みの、両手をそろえて首を立てるという姿勢だと、目から上のあたりが、自分が発生させた衝撃波を受け、砕け散ってしまう！

　それでも、彼はまだマシだ。絶望的に危ないのは、マッハ７で飛ぶウルトラセブンである。衝撃波コーンの先端角は16度！

　これはもうキリだ。しかも、理不尽極まりないことに、セブンは両手を広げて飛ぶのである。この姿勢では、両手からそれぞれ先端角16度の衝撃波が発生し、どちらも彼の顔面を直撃する。顔はザクロのように弾け散り、体も２つに裂けてしまうのではないか。
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　想像するだけで恐ろしいが、事件はこれだけでは終わらない。飛びながら絶命したウルトラセブンは当然、地上に落下するだろう。

　上空１千ｍでお亡くなりになったとすると、落ちてくるのは14・３秒後。この間に、水平方向に34㎞飛ぶ。南西に向かって飛行中、新宿上空で墜落し始めた場合、落下地点は八王子だ。

　その八王子に、セブンは地面に対して３・４度というスレスレの角度で激突する。この浅い角度では、平らな石を水面スレスレに投げたときのように、何度もバウンドするだろう。一度目に身長と同じ40ｍの高さまで跳ね上がるとしたら、実に１７０㎞にわたってバウンドした後、名古屋あたりから地面を滑り始める。

　その後は、地面との摩擦でスピードが落ちるが、なにしろ滑り始めの速度がマッハ７だから、なかなか止まらない。琵琶湖をかすめ、中国地方を横断し、総計７８０㎞を走破して、９分30秒後に山口で停止する。

　この墜落、バウンド、滑走で放たれるエネルギーは、ダイナマイト２万４千ｔ分。広島に落とされた原子爆弾の１・６倍だ！　ウルトラ戦士の超音速飛行は、人類にとって天災以外の何物でもない。


◆タロウは、５分刈りにせい！

　兄がこれほど人類に迷惑をかけそうだというのに、まったく反省する様子が見られないのが、ウルトラマンＡにウルトラマンタロウである。

　この両名の飛行速度はマッハ20というのだから、もうどうしようもない。先端角は５・７度！　これはもう針ではないか。どうすればそんなコーンに体を収められるというのだろう？
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　特にウルトラマンタロウ！　彼は、頭に大きな角がついている。そんなヘアスタイルで、マッハ20で飛ぼうとは身のほど知らずも甚はなはだしい。スッパリ５分刈りにせい、５分刈りに！

　あ。すみません。興奮して、髪の毛もない宇宙人に理不尽な説教をしてしまった。

　ウルトラマンたちが人類に迷惑をかけず、自らの身を滅ぼすこともなく、超音速で安全に飛ぶことはできないのか？

　やっぱり、無難なのは科学的に正しく設計されたメカに乗って移動することだと思うけど……え？　あのヒトたちはそんなモノは持っておらず、宇宙空間も裸（たぶん）で飛んでいる？

　う～ん、空気のない宇宙空間では衝撃波は発生しないけど、地球には大気があるから、超音速で飛ぶとどうしても衝撃波が発生してしまう……。

　仕方がないから、移動はすべて歩くか走るかにしていただこう。地球の平和を守るためにわざわざ遠い星からやってきたボランティアの方々に対して、まことに申し訳ないが、地球と皆さま方の安全のためには、それで我慢してもらうほかないのである。因果いんがな星に来たと思って、諦あきらめていただきたい。
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　かつてワタクシは、『ゴジラvs柳田理科雄』という本を書いたことがあります。

　すごい書名だけど、すごいのはそこだけ。中身は「ミニラはゴジラに似ていないけど、本当に息子なのか!?」や「エビラはエビの怪獣なのか、ザリガニの怪獣なのか!?」など、人類の発展にまったく寄与きよしないコトをいっぱい研究した本であった。

  　なぜそんな本を出したかというと、それは２００４年に東宝が『ゴジラＦＩＮＡＬ　ＷＡＲＳ』という映画を作ることになったから。タイトルどおり「これが最後のゴジラ映画」というので、「そ、それはあまり悲しい。せめてゴジラ映画だけで一冊書かせてください！」と頼み込んで「♪さようならゴジラさん」という自作の歌を口ずさみながら、公開に合わせて執筆したのだった。いや～、あれは本当に悲しかったなあ。

  　ところが！　２０１６年の夏、ゴジラシリーズの新作『シン・ゴシラ』が公開されてしまった。えっ、『ＦＩＮＡＬ ＷＡＲＳ』が最後じゃなかったの!?　あれが終わりと信じて、本まで出しちゃった筆者の立場は……!?

  　などと複雑な気持ちで観に行ったところ、『シン・ゴジラ』はとても面白かった！　やたら会議のシーンが多い映画だったけど、原発事故のときの政府の混乱ぶりを目まの当たりにしたわれわれには、会議でのやり取りもリアルに迫る。あの災害を経験したからこそ生まれた意義深いゴジラ映画だ。筆者はたちまち『ゴジラＦＩＮＡＬ　ＷＡＲＳ』のときの悲しい気持ちを忘れ、すっかり『シン・ゴジラ』にのめり込んでしまいました。

  　え～、拙著『ゴジラvs柳田理科雄』をお持ちの皆さん。そんな事情で、今後増刷する可能性もゼロになりましたので、書棚の奥深くにしまってください。珍品として、いつか価値が出るかもよ～。

◆どれだけ攻撃されたのか？

　というわけで、『シン・ゴジラ』について考えたい。

　驚いたことに、このゴジラはどんどん姿を変えていった。最初は、住宅街の川を遡さかのぼる不気味な生物だったのだが、政府の対応が後手にまわるうちに、どんどん巨大化。最終第４形態では、身長１１８・５ｍ、体重９万２千ｔとなった。これはデカい！

　そして、とてつもなく強かった。自衛隊がどれほど攻撃しても、ビクともしない。アメリカ軍の攻撃には傷を負うが、秘めた力が覚醒し、手の打ちようのない事態に陥ってしまう……！

　ここでは、自衛隊が行った攻撃を見てみよう。それは、６次にわたって展開された。


    	第１攻撃、対戦車ヘリから20㎜機関砲。なんと１万６千発を全弾命中させた！

    	第２攻撃、戦闘ヘリから30㎜機関砲！

    	第３攻撃、対戦車ヘリからミサイル！

    	第４攻撃、戦車と自走砲から砲撃！

    	第５攻撃、富士山の裾野すそのから長距離ロケット弾！

    	第６攻撃、戦闘機から爆弾投下！



　これほどの攻撃を試みたのに、どれもまったく効かない！

　第６攻撃など、調べてみると２千ポンド（炸薬さくやく量４００㎏）爆弾で、体重あたりのダメージでは、人間がプロ野球選手２人に同時にバットで殴られるのと同じなのに。それでもゴジラは平気なのだから、もうどうしたらいいんだか。

◆熱線でビルを切る！

　自衛隊の攻撃がまったく効かなかったため、ここで日本政府は、アメリカに協力を要請した。

　アメリカ軍の攻撃は、地中貫通型爆弾。これはゴジラの皮膚を破って爆発し、負傷させる。

　ところが、これがゴジラを覚醒させてしまう。怒ったゴジラは、口ら熱線を放ち、爆撃機を撃墜。さらに背中からも20本あまりの熱線を放ち、これで高層ビルをスパスパ切り始める。いよいよ手がつけられなくなった！

　科学的に興味深いのは、光線でビルを切っていたことだ。コンクリートの主成分の二酸化カルシウムは、８２５℃以上になると、二酸化炭素と酸化カルシウムに分解する。スパスパ切っていたということは、ゴジラの熱線はそれを上回る高温だったのだろう。

　具体的な温度はどれほどか？　背中から発射された光線の太さは１ｍほどで、一辺50ｍほどのビルが一瞬で切断された。ビルを切断した時間が０・１秒だったとすると（そのくらいに見えた）、熱線の温度は８２５℃どころではない。熱線が当たった物体は16万℃に加熱されたはずなのだ！

　16万℃！　これに耐えられる物質はない。宇宙のどこにも存在しない。もう、どうしようもありませんな。
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◆がんばれ新幹線＆在来線！

　これほどすごいゴジラが結局どうなったかは、映画で確かめてもらいたいのだが、筆者が胸躍らせた攻撃シーンについて、ちょっと触れさせていただきたい。

　それは、新幹線爆弾！　なんとゴジラへの攻撃にボクらの新幹線が投入され、そのとき初めて、過去のゴジラ映画でも繰り返し使われてきた勇壮な「自衛隊マーチ」が鳴り響いたのだ！

　東京駅で活動を停止しているゴジラに、Ｎ７００系新幹線２編成が突っ込んでいく。画面下のテロップには「Ｎ７００系新幹線（無人運転）」とあったから、無人操作の新幹線に爆弾を積んで、ゴジラにぶつけたのだろう。筆者はこのシーンにいちばん胸が躍りました。

　その後あれこれ攻撃した後、再び電車攻撃！　今度は、山手線や東海道線などの列車が、ガーッと５編成ほどゴジラに向かっていく！　テロップには「無人在来線爆弾」。やー、すごいすごい、がんばれ電車！

　まさかゴジラ映画で在来線が活躍するとは思わなかったが、筆者はここで少し気になった。在来線と新幹線だったら、やっぱり新幹線のほうが優れた車両なのではないか。自衛隊の攻撃でも、どんどん威力がエスカレートしていったのだから、先に在来線爆弾で攻撃して、最後に新幹線爆弾を見舞うべきではないのか……と。

　ところが、調べてみると意外なことがわかった。

　新幹線の線路は、１両あたり64ｔの重さに耐えられるように設計されている。Ｎ７００系１両の重さは44ｔだから、１両に20ｔを積むことができるわけだ。これに対して、在来線の線路は60ｔにしか耐えられないが、たとえば通勤電車に使われるＥ２３１系は車重が30ｔ。よって爆弾30ｔを積める計算になる。

　つまり、在来線は新幹線の１・５倍もの重量を運べるのだ。考えてみれば、乗っているお客さんの数は在来線のほうが多いから、これは当然かもしれない。

　ということは、爆弾をより多く積めるのは在来線！　無人列車爆弾として優れているのも在来線！　 『シン・ゴジラ』のおかげで意外な事実がわかりましたなあ。
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　では、その破壊力はどれほどか。山手線は11両編成だから、１両に30ｔの爆弾を積むとしたら、１編成あたり３３０ｔ。東京駅の地上ホームには、山手線、京浜東北線、中央線、東海道線、横須賀線などが乗り入れており、合計５編成なら１６５０ｔである。

　体重あたりのダメージでは、人間が爆薬１・３㎏（ダイナマイト６本分）の爆風を浴びたのと同じだから、ゴジラに対してもかなりの効果があったと思われる。

　実際に１６５０ｔとは、戦闘機から落とした２千ポンド爆弾４１００発分だ。劇中ではそんなに落としていなかったから、電車攻撃は自衛隊の攻撃を上回ったのだ。ますますスゴイぞ、電車！

　自衛隊もがんばったけど、それ以上に電車の活躍が光った『シン・ゴジラ』。掛け値なしの傑作である。
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　電子レンジを使うことを、何でもかんでも「チンする」と言ってる人はいませんか？　いけませんぞ、われわれ科学の子は「加熱する」「解凍する」など正しく使い分けましょう。

　などとエラソーに言ってる筆者だが、長い人生のなかでは正式名称を用いず、イメージそのまんまの言葉を使っていたこともある。それこそは「おっぱいミサイル」！

　アフロダイＡという女性型ロボットの豊満な胸がミサイルになっており、ボイ～ンボイ～ンと飛び出して、敵のロボットをボカ～ンボカ～ンと攻撃する。正式名称は「光子力ミサイル」とか「アフロダイミサイル」とかいうらしいのだが、ええい、そんなまどろっこしい呼び方ができるかいっ。おっぱいがぶっ飛んでいって爆発する。このスバラシイ武器を「おっぱいミサイル」と呼ばずして、何と呼ぶ!? （←だから「光子力ミサイル」と呼びましょう）。

　このおっぱいミサイルが登場したのは、１９７０年代のアニメ『マジンガーＺ』である。放送開始のとき小学５年生だった筆者は、毎回テレビの前に正座して見ていた。それはマジンガーＺを建造した兜十蔵かぶとじゅうぞう博士をモノスゴク尊敬していたから。博士は、孫の甲児こうじにマジンガーＺを譲るときこう言った。

「マジンガーＺさえあれば、お前は神にも悪魔にもなれる」。

　おお～っ。人間と科学の関係を、これほど的確に言い得た言葉があるだろうか!?

　このように、科学の学び舎のようなつもりで見ていた『マジンガーＺ』で、おっぱいミサイルが炸裂したのだから、もうビックリ＆大喜びしたのである。これをぶっ放すアフロダイＡの操縦者は、弓さやか。マジンガーＺを支援する光子力研究所の所長・弓弦之助げんのすけ教授の一人娘である。


◆取りつけたのは誰か？

　筆者は昔から、兜十蔵博士を尊敬するあまり、弓教授を過小評価するきらいがあった。以前から「16歳の弓さやかがアフロダイＡに搭乗しているのは、さやかが大天才か、弓教授が親バカか、光子力研究所が人材不足のいずれかの理由に違いない」などと、暴言を吐いては顰蹙ひんしゅくを買ってきたのだ。

　だが、意外に立派な人物だったようで、光子力の悪用を防ぐために、後に政治家に転身。２０１８年に公開された映画『マジンガーＺ infinityインフィニティ』は、テレビ版の10年後を舞台とした続編だが、その物語ではなんと日本の総理大臣になっていた！　う～む、あの男がまさかそこまで出世するとは……。

　話を戻せば、アフロダイＡはもともと、地質調査用のロボットだった。当然、武器など装備していなかったのだが、それがなぜ胸からミサイルをぶっ放すようになったのだろう？　正座して見ていたはずだが、昔すぎて記憶がないので、久しぶりにアニメを鑑賞したところ……。

　マジンガーＺが光子力研究所の支援を受けるようになり、アフロダイＡも戦場へ出るようになった。ところが、武器を持たないため、マジンガーＺの足手まといになるケースも。そこで第４話、ある研究員が弓教授にこんな進言をする。


研究員「アフロダイＡもガードぐらいはしなければならないと思うんですが、どうでしょうか」

弓教授「ふ～む」

研究員「実は地質調査用のミサイルを、ある場合はガードに使用できるように装備したんです」

弓教授「仕方がないだろう」



　ここで画面が屋外の実験場に切り替わり、アフロダイＡがおっぱいミサイルをぶっ放す！

　驚くべきことである。この名もない研究員は、地質調査用のミサイルをアフロダイＡに独断で装備し、事後承諾を取りつけようとしているのだ。ってことは、女性型ロボットのおっぱいをミサイルにしようと思いついたのもこの男！　アフロダイＡの専任操縦者は上司の愛娘まなむすめなのに！

　だが、さやかは動じなかった。おっぱいミサイルの爆発力を確認すると「お父さま、第一弾のテストには成功しました。でも、こんなことには使わないで、やっぱり地質調査にだけ使ってたほうがいいわね」と、あくまで非常措置であり、本来は平和利用に徹すべきと言ったのだ。「どこにミサイルつけてんのよ！」と拒絶感をあらわにしても不思議はないケースだと思うが、ミサイルの装備部位などまったく問題にしていない。なんとまあ、オトナな女性だったのだなあ。


◆おっぱいがいっぱいだー！

　このおっぱいミサイル、威力はどれほどだろうか。

　アフロダイＡは身長16ｍ、体重18ｔ。ちょうど人間の女性の10倍ほどの身長だ。その胸から発射されるおっぱいミサイルは、前方がまぁるい半球になっている。『スーパーロボット大鑑』（メディアワークス）などの絵で測定すると、直径は１・２ｍというところか。

　そして、昔から不思議で不思議で仕方がなかったのだが、発射されたミサイルを見ると、長さが直径の５倍ほどもある。すると全長６ｍということになるが、そんな長大なモノがアフロダイＡの胸に装備できるのか!?　人間でいえば、背中から乳頭まで60㎝……ということになってしまい、想像すら及ばない。いや、発射される前は、きちんと収まっているのである。収納時には、おっぱいミサイルの後方は、ジャバラ状に折りたたまれているのだろうか？　うーん……。
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　どう考えても謎が解けないので、ここでは発射前の形状で考えることにしよう。ミサイルは先端が半球で、途中から円筒形と仮定する。アフロダイＡの体の前後の厚みは２ｍほどなので、円筒の長さを１・５ｍと考えると、このミサイルは直径１・２ｍ、長さ２・１ｍ（半球の半径０・６ｍ＋円筒の長さ１・５ｍ）となる。その表面が厚さ１㎝のジュラルミンで覆われており、内部に燃料と爆薬が半々に入っていると考えれば、推定重量は２・２ｔ。左右合わせて４・４ｔである。なんと体重の４分の１という、すごいおっぱいだ！

　このサイズだと、破壊力もたいへんなものになると思われる。計算すると、着弾地点から半径80ｍ以内の建物が吹き飛ぶ。世界一強力なおっぱいだ！

　さらに驚くべきことに、おっぱいミサイルはその後パワーアップする。第60話から、連続発射が可能になったのだ。

　確かに左右１発ずつしか撃てなかったら、撃った後の戦力ダウンが心配である。このたびの改良で、撃っても撃っても、あとからあとからおっぱいが出現するようになったのはスバラシイが、１発ずつの時代さえ収納問題で悩ましかったのに、そんなにいっぱいのおっぱい、どこに収納してあるんだろう!?

　前述のとおり、筆者の推定ではミサイル１基が２・２ｔもある。アフロダイＡの体重は18ｔだから、おっぱい８発をぶっ放した時点で、内部はほぼカラッポ。9発だと、おっぱいが体重を上回るというナゾなことになってしまう。うーむ、この問題、科学では太刀打たちうちできんなあ。


◆おっぱいをつかんで空を飛ぶ！

　これに関しては、もう一つオドロキのできごとがあった。マジンガーＺがおっぱいで空を飛んだのだ！

　それは第32話。空飛ぶ機械獣・ケルベロスＪ３との戦いで、当時は空を飛べなかったマジンガーＺは敗北を喫してしまう。しかしボクらの主人公はくじけなかった。小型宇宙ロケットをアフロダイＡの胸に装填し、超ボインのおっぱいミサイルとした！　偉いぞ、甲児！

　いや、超ボインにしたのが偉いのではなく（それも偉いけど）、マジンガーZがこれを使って空を飛んだのが偉い！　具体的には、マジンガーＺを全力疾走させて、さやかに後方からロケットを発射してもらい、ジャンプして両手でむんずとワシづかみ。それを推進力に空を飛んだのだ。おっぱいをつかんで空を飛ぶとはあまりにも羨ましい……いや、スバラシイ飛行法である。
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　しかし、これは可能なことなのか。

　マジンガーＺは身長18ｍ、体重20ｔ。身長１８０㎝、体重70㎏の人が身長18ｍに相似拡大したら、体重は千倍の70ｔになるはずだから、それと比較すると、マジンガーＺはかなり軽いことになる。これは飛ぶのに有利だ。またマジンガーＺの走る速さは時速３６０㎞だが、このエピソードにおいてスピードアップが図られ、画面で測定すると時速５００㎞になったと思われる。

　そして、おっぱいロケットは、全長５ｍ、直径85㎝ほど。Ｈ－ⅡＢロケットを元に考えると、推定重量５３０㎏ほどだろうか。これを空中でキャッチすると、スピードは時速１２００㎞にアップするはずである。

　これらを元に筆者が計算した限り、マジンガーＺが空中で次のイラストのような体勢（顔を足より高くして、体を水平から12度傾ける）を取れば、凧と同じ仕組みで20ｔの揚力が発生する。マジンガーZは18ｔだから、おおっ、マジンガーＺは飛べるということだ！　体重の軽さと、走行速度の速さが可能にした科学の勝利である。

　おっぱいミサイル自体は、現代科学でも解き明かせないナゾを内包しているが、それをワシづかみにして空を飛ぶことは可能。ふむふむ、これはなかなか喜ばしい結論ではないか。
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　最終回が悲劇的なアニメやマンガはたくさんあるが、その頂点に立つと思われるのが『フランダースの犬』だろう。テレビの「感動の最終回50連発」みたいな番組で繰り返し紹介されてきたけど、いやもう、あまりに悲しい物語である。

　貧しい祖父と２人で暮らすネロは、同郷の画家・ルーベンスに憧れ、自分も画家になりたいと思っていた。しかし、仲のいいアロアと遊ぶことを禁じられ、おじいさんは亡くなり、放火の疑いをかけられて、仕事も失い、住んでいた小屋を追い出される。追い詰められた末、すべての望みを託した絵のコンクールにも落選。心の折れたネロは、ルーベンスの絵の前で、愛犬のパトラッシュと共に力尽きてしまう。

　彼の最期の言葉は「パトラッシュ、疲れたろう。僕も疲れたんだ……。なんだか、とても眠いんだ……、パトラッシュ……」という意識も絶え絶えのつぶやきだった。

　む、むごい。このアニメは「世界名作劇場」と謳うたわれるシリーズだが、どこが名作なんだろう？　あまりに救いがなさすぎて、筆者にはよくわからない……。

　なぜここまでの悲劇になってしまったのか？　なぜネロは死ななければならなかったのか？　繊細な少年と健気な犬が幸せになる方法はなかったのだろうか。


◆おじいさんの牛乳運び

　ネロは２歳のときに母を亡くし、おじいさんに引き取られて大きくなった。

　おじいさんは、村人が搾しぼった牛乳を荷車で運ぶ仕事をしていた。これは重労働だったと思われる。運んでいた牛乳缶は、アニメの画面から目測で計算すると１缶に１００Ｌほど入りそうだ。これを４本、荷車に積むのだが、荷台の四方が板壁に囲まれており、この構造だと積み込みが大変である。しかもおじいさんは各戸で集めた牛乳を、まず地面の上で缶に移し、その缶を荷車に積んでいた。囲いの板を外せる構造にするか、缶を積んでから牛乳を移したほうがラクだと思うのだが……。
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　などと、工夫の余地がありそうな点もあったけれど、この頃はまだ、ネロの周囲には温かい時間が流れていた。アロアに見送られて、おじいさんとネロは毎朝アントワープまで出かけた。きこりのミシェルおじさんや隣のヌレットおばさん、アロアの母のエリーナさんなど、優しい人々もいた。

　それなのに、どうしてネロは不幸になったのか？

　ネロにつらく当たったのは、実はたったの２人なのだ。アロアの父のコゼツ旦那と、コゼツ家の出入り商人ハンス。コゼツ旦那は、娘のアロアが貧乏なネロと仲よくするのを嫌っていた。それだけならまだしも、ネロがアロアと遊んでいると、ハンスはコゼツ旦那にいちいち注進する。この男はもう、ホントにもう大人として恥ずかしいほどの嫌なヤツだった。

　そして、ネロにはお金の問題が大きくのしかかった。絵画コンクールに応募するにも結構な費用が必要で、これを捻出ねんしゅつしようと無理をしたおじいさんが倒れてしまう。

　ネロは一人で牛乳運びを頑張るが、同業者が現れたために、収入は激減する。そこで波止場で荷運びをして稼いだお金で、おじいさんのためにスープを作るが、おじいさんは一さじ飲むと息を引き取ってしまった。最期の言葉は「いい絵を描くんだぞ」。うわーっ、これは切ない。このあたりはもう、涙なしには見られません。

　だが、ネロが本当に大変になるのは、ここからなのだ。

　ある晩、水車小屋が火事になる。原因は不明だったのに、ハンスは夜中にネロを見かけたというだけの理由で「おまえだろ、風車小屋に火をつけたのは。さあ、白状しろ！」と、村人たちの前でネロを犯人扱いした。

　これはひどい。しかしこれで村人たちにも疑念が広がり、ネロに牛乳運びを頼む農家はなくなってしまう。収入を絶たれたネロに、ハンスは迫る。「家賃が払えないなら、出て行け」。そんな状況にしたのは誰だ!?　モーレツに腹の立つ場面である。

　しかし、この理不尽な要求に対して、なんとネロは「クリスマスまで待ってください。そしたら出ていきます」と応じてしまう。応募していた絵画コンクールの発表が、クリスマス・イブに行われるのだ。こうして、コンクールで一等を取ることに、ネロはすべてを賭けることになった……。


◆盆と正月がいっぺんに！

　確かにそのコンクールは、すべてを託したくなるものだった。一等の賞金は２００フラン。劇中の物価から考えて現在の５００万円くらいのようだ。しかもその金額が、毎年もらえるという！

　このコンクールに、ネロは、パトラッシュとおじいさんの絵を提出した。それは、絵のセンスがカケラもない筆者が見ても、ため息の出る傑作だった……。って、援護射撃になってませんが。

　クリスマス・イブの日、ネロは公会堂の広間で発表を待つ。だが一等を取ったのは、キースリンガーという少年だった。ネロは絶望する。家賃は払えない。もう出て行くしかない。

　とぼとぼと家路をたどるネロ。だが、このとき事態を急展開させる出来事が起こる。パトラッシュが、雪に埋もれた袋を見つけたのだ。入っていたのは、コゼツ旦那が落とした２千フラン！

　ネロは急いで袋をアロアの家に届ける。あれほどお金に困っていたのに、魔が差すこともなく。コゼツ旦那は不在だったが、アロアとお母さんは大感激。食事を勧めるが、ネロは断り、激しい吹雪のなかへあてもなく出ていく。ああ、悲劇のエンディングが近づいてくるよー。

　だが実は、このときネロの周りには幸せが次々に訪れ始めていた。列挙すると次のとおりだ。


    	１．コゼツ旦那は、ネロが金を拾って届けたことを知って、これまでの仕打ちを深く反省する。アロアとつき合うことも認め、「わしはあの子に償いをしなければならん」と泣く。

    	２．コゼツ家に風車職人がやってきて、風車小屋に放火したのはネロではないことを伝える。

    	３．ヌレットおばさんらが、ネロとクリスマスを過ごそうとやってくる。

    	４．画家のヘンドリックレイも来る。彼は「私はこれを描いたネロという少年に、アントワープが世界に誇る大画家ルーベンスの跡継ぎになり得る、恐るべき素質を見出しているのです」と絶賛。「彼を引き取って、できる限り絵の才能を伸ばしてやりたい」と決意を語る。

    	５．コゼツ旦那も「ネロが戻ってきたらわしのうちに迎えて、アロアと同じようにどんな勉強でもさせてやるつもりだ。それがせめてもの、わしの償いなんだ」と決意を語る。




　ああ、よかったな、ネロ。放火の疑いは晴れ、アロアとの交際も認められ、生活と絵の面倒までみようという人が２人も。ネロに幸せが押し寄せてきた。まるで盆と正月がいっぺんに来たような騒ぎである、ベルギーの話だけど。
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　だが、吹雪のなかを歩くネロは、それを知らない。

　アントワープの教会に入ると、ルーベンスの２枚の絵を目に焼きつける。そして「これだけで僕は、もう何もいりません」と言うや、床に倒れ込んでしまう。そこへパトラッシュもやってきて、２人は永遠の眠りにつくのである。やがて、空から天使たちが舞い降りて、２人の魂を天国に連れていくのだった。ああ……。

「ネロとパトラッシュは、おじいさんとお母さんのいる遠いお国へ行きました。もうこれからは、寒いことも、悲しいことも、おなかのすくこともなく、みんないっしょにいつまでも楽しく暮らすことでしょう」というナレーションが入るが、ＮＯ～っ、全然ナットクできません！


◆悲劇は避けられなかったか？

　あまりに悲しい話である。ネロとパトラッシュの死を回避する道はなかったのだろうか。

　アロアの家で素直に食事をしていれば、旦那も帰ってきて、ネロは死なずに済んだだろう。ヌレットおばさんも、ネロの後ろ姿を馬車から見かけたのに「ネロがこんなところにいるはずがないわ」といって、そのまま来てしまった。その思い込みが残念だ。村からアントワープまでは一本道だから、ヘンドリックレイもネロとすれ違ったはずなのに、気づなかったとは痛恨の極み。

　しかし、いまさらそれを嘆いても仕方がない。筆者が「コイツがもう少ししっかりしていたら」と思うのは、ただ一点。それは、絵画コンクールの賞金システムだっ！

　一等は毎年２００フランで、二等以下は何もナシ――。これ、あまりに極端ではないだろうか。

　ある出版社でマンガ雑誌の編集をしていた友人に聞いたところ、マンガ新人賞の賞金は１００万円が相場だという。そして、彼が担当した新人賞では、２位の２人に75万円、３位の２人に50万円、佳作の６人に10万円、奨励賞の10人に５万円を授与していた。この場合、賞金総額は４６０万円で、１位の１００万円はその22％を占めるにすぎない。若い才能を見出し、育もうと思ったら、やはりこのくらいの厚くて深い目配りをするべきだと思う。

　ネロが応募したコンクールでも、２００フラン＝５００万円を賞金総額として、先のマンガ新人賞と同じ比率で分配していたら、１等の賞金は１１０万円、２等のネロでも毎年80万円ずつを受け取れることになる。

　これは決して少ない額ではない。アニメのなかで、おじいさんの月収は２フランといわれていた。右のレートで計算すると、年収は60万円。それを少し上回る絶妙な金額なのだ。

　ああ、賞金の分配比率がこうなっていたら、すべては丸く収まったのに。とっても惜しまれる絵画コンクールの賞金システムである。
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　 あんぎゃ～、『恐怖新聞』。何が怖いといって、筆者はこのマンガほど怖いマンガを知りません！

　 この作品の作者はつのだじろう先生で、連載されていたのは１９７０年代の週刊少年チャンピオン。当時、この雑誌には人気作が目白押しで、大ブームになった『がきデカ』や、不朽の名作『ブラックジャック』や、野球マンガの金字塔『ドカベン』などが同時に載っていた。いや～、すごく豪華な布陣だったのだなあ、少年チャンピオン。値段はいくらだったかなあ。１３０円くらいだったかなあ。学校の近くの海江田書店で買ったなあ。

　などと、周辺情報ばかり語って、なかなか本題に入ろうとしないのは、はい、やっぱり『恐怖新聞』が怖いからですね。できればこのまま、少年チャンピオンの話を続けたい。

　が、許してもらえそうもないので、覚悟を決めて『恐怖新聞』の話をするならば、その主人公は鬼形礼きがたれいくん（中２）。毎晩12時になると、彼の部屋に、頼んでもいない新聞が届けられる……。


◆死んでしまうのはいつか？

　 夜中に届く恐怖新聞。そこに書かれているのは、翌日起こる事件や事故や怪現象である！

　 たとえば、鬼形くんの担任の先生が交通事故に遭って、鬼形くんは事故の目撃者になる、など。そして翌日、そのとおりのことが起こってしまう……。ひ～っ、こうして紹介しているだけで、もう漏らしそうだ～っ。

　 それだけではない。なんとこの「恐怖新聞」は、一回読むと寿命が１００日縮まるという！

　 いろいろコワい恐怖新聞だが、いちばんドキドキしたのは、この「一回読むと、寿命が１００日縮む」という設定であった。

　たった一回で１００日。夏休みだって30～40日なのに、その3倍とか4倍もの寿命が縮んでしまうのだ。そんな新聞、絶対読みたくない！

　当然、鬼形礼くんも読まない工夫を試みるのだが、どうやっても新聞は届けられてしまい、なぜか目が吸い寄せられて、嫌でも新聞を読んでしまうのだった。今日も、明日も……。

　 そうなると鬼形くんの命は、いつ尽きてしまうのか？　怖いケド、ここで計算してみよう。

　 中学２年生の彼の余命があと70年だとすれば、それは２万５５５０日。一日読むごとに寿命が１００日減っていくなら、２５５日と半分読めば、寿命は完全に尽きることになる。

　 恐怖新聞は日刊だから、つまり残された寿命は、あと２５６日。ぎょぎょっ、１年もない！

　 たとえば今日が９月１日だとしたら、秋を過ぎ、冬を越えて、気候もよくなってきた５月14日が２５６日目！　わわわ～、来年の夏は一日も味わえません～。やっぱり怖い～。


◆雨戸を突き破って、新聞が届く！

　この恐ろしい新聞は、どうやって届けられるのか？　マンガのなかの説明によると、どうやら霊が配達するらしいのだが、霊だからその姿は見えない。

　 最初の晩は、夜中の12時にパタパタパタと人の走る足音に続いて「しんぶ～ん」という声と「バサッ」と何かが置かれていった音が聞こえる。眠れないでいた鬼形くんが「いまは…夜中の十二時…朝刊がとどくはずもない…」と不思議に思って窓を開けると、ふわ～っと風に舞うように新聞が入ってきた！　むえ～っ、これも怖い。

　 こうして恐怖新聞が届くようになった鬼形くんは、もちろん対策を講じる。翌日は固く雨戸あまどを閉ざし、ガラス戸に鍵をかけ、カーテンを閉めて、布団に入った。これなら、新聞の受け取りを拒絶できると考えたのだ。うむ、それは科学的に正しい姿勢だぞ、鬼形くん。

　 ところが、またしてもパタパタと足音が近づいてきたと思いきや、グワシャン！と雨戸とガラス窓を突き破り、恐怖新聞が飛び込んできたのだ！

　どっひ～っ、どうして!?　新聞が雨戸とガラス窓を壊して入ってくる、なんてことがあるのか？　いくら恐怖新聞とはいえ、素材は紙だと思われるが……。

　 この問題は冷静に考えて、科学的にシロクロをつけなければ。心霊現象も、科学的に説明がつけば、怖くもなんともなくなるはずである。


◆新聞のスピードは時速８８０㎞!?

　 かつて（昭和の頃とか）雨戸は薄い木の板でできているものが多かった。ここでは、鬼形くんの部屋の雨戸が、厚さ５㎜、幅15㎝の杉板でできていて、30㎝間隔の角材に打ち付けられていたと仮定しよう。

　 これを突き破るための力を計算すると、28㎏。新聞がこれを上回る力を発揮できれば、雨戸を破れるはずだ。そして雨戸さえ破れれば、ガラス窓を割るのは簡単だろう。

　 一方、新聞紙も筒状に丸めれば、かなりの強度になる。そこで、10枚１組の新聞を折って、筒状に丸めて体重計に押しつけてみたところ……、おおっ、グシャッと曲がったのは45㎏のとき。やった、雨戸を破る28㎏を超えた。つまり新聞で雨戸を突き破ることは、不可能ではないということだ！

　ただし、新聞は軽い。手元の新聞を量ると２００ｇしかない。これほど軽いもので雨戸を突き破るには、よほどのスピードで投げる必要がある。計算してみると、なんと時速８８０㎞！

　つまり、この怪奇現象を科学的に説明すると「筒状に丸めた新聞紙を、新聞配達人（霊）が時速８８０㎞で投げつければ、雨戸とガラスを壊して、新聞は室内に届く」となる。さあ、こうして科学的な説明がついたから、もうこの現象も怖くない……などといえるのか!?

　霊が新聞を時速８８０㎞で投げる!?　なんだか、ますます奇怪な現象になっただけのような気がする……。

　しかも、いまもう一度『恐怖新聞』を読み直してみたら、雨戸を突き破った新聞は丸められてなどいない。折りたたまれたままのカタチで、雨戸とガラスを壊し、カーテンをはねのけて、室内に飛び込んでいている。どっしぇ～っ、いったいどういうこと!?

　恐怖新聞はやはり恐ろしい。初めて読んでから半世紀くらい経つのに、恐ろしさはまったく薄れない。なんとすごいマンガなのか。
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　ウルトラマンは身長40ｍ、体重３万５千ｔ。マッハ５で空を飛び、腕からは必殺のスペシウム光線を発射する。どれもこれもすごいスケール、すごい能力だ。

　これらだけでもオドロキなのに、『ウルトラマン』の最終回では、さらにもうひとつ、すごい事実が明らかになる。ウルトラマンが自ら「私はもう２万年も生きた」と述べたのだ。

　２万年も生きた！　ということは、ウルトラマンの年齢は２万歳！

　これには本当に驚いた。今から２万年前といえば、氷河時代の真っ盛りではないか。日本列島がユーラシア大陸とつながっていて、ナウマンゾウやオオツノジカが行ったり来たりしていた時代。ウルトラマンは、そんな大昔に生まれたというのだ。本来なら、化石になっていても不思議ではないヒトである。

　まことにウルトラな話だが、生物というものはそんな長く生きられるのだろうか。本稿では、ウルトラマンとその兄弟たちを題材に、この問題を考えてみたい。


◆北京原人と同級生!?

『ウルトラマン』シリーズは１９６０年代の後半に一世を風靡し、いまでも新シリーズが作られている。ここでは、話をシンプルにするために『ウルトラマン』から『ウルトラマンタロウ』までの５作品に登場したウルトラファミリーを中心に話を進めよう。筆者が子どもの頃は、この５つの番組の主人公に長兄のゾフィーを加えた６人が「ウルトラ６兄弟」と呼ばれ、ウルトラ一族のなかでも特に優れた戦士ということになっていたのだ。

　彼らの年齢は、次のように設定されていた。


	ゾフィー　２万５千歳

	ウルトラマン　２万歳

	ウルトラセブン　１万７千歳

	帰ってきたウルトラマン（ジャック）　１万７千歳

	ウルトラマンＡ　１万５千歳

	ウルトラマンタロウ　１万２千歳



　ウルトラマンだけでなく、他の兄弟たちもすさまじい高齢である。だが驚くべきことに、一族のなかでは彼らはどうやら若いほうらしい！　ウルトラの父と母、ウルトラマンキングという伝説の長老の年齢は、彼らをはるかに上回る。


	ウルトラの父　16万歳

	ウルトラの母　14万歳

	ウルトラマンキング　30万歳



　これはもう、ナウマンゾウどころの騒ぎではない。ウルトラの父と母は現生人類ホモ・サピエンス（20万年前～現在）の初期の個体と同世代であり、キングに至っては、ネアンデルタール人（40万年前～４万年前）の先駆者と同年代の生まれということになる。いやはや、これにはもう、腰が抜けました……。
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◆誰を基準に考えればいいのか？

　気を取り直して考えよう。不思議なのは、彼らの年齢構成だ。一見したところ、地球に来たウルトラ兄弟たちは立派な大人である。特にゾフィーなど、学校に通っている子どもがいたとしてもおかしくないほど大人の雰囲気を湛たたえている。ところが、そのゾフィーさえウルトラの父の６分の１の年齢でしかないというのだ。どうなっているのか？

　この謎を解くために、人間と比較して考えてみよう。

　いちばん若いタロウは、１万２千歳である。これが人間の24歳にあたると仮定しよう。これを基準に計算すると、２番目に若いウルトラマンＡは30歳。その上のセブンとウルトラマンジャック（帰ってきたウルトラマン）は34歳。まあ、そんなものかという気もするが、ウルトラマンは40歳で、ゾフィーは50歳。戦士としてはそろそろキビシイ年齢だ。

　だが、その上の世代はとんでもなくすごい話になる。ウルトラの父は３２０歳、母は２８０歳。最高齢のキングに至っては、なんと６００歳！　すさまじい高齢っぷりである。

　怪獣図鑑によると、３万年前、ウルトラの星はエンペラ星人率いる怪獣軍団に襲われ、滅亡の危機に瀕したが、ウルトラの父らの活躍で星は救われたという。そしてこのとき、戦いで傷ついたウルトラの父を、当時看護婦だったウルトラの母が手当てしたことから愛が芽生え、２人は結ばれたという。すると２人は13万歳と11万歳で出会ったわけであり、人間に換算すると２６０歳と２２０歳。恐るべき老いらくの恋だ！
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　また、本書刊行の２０２０年から逆算すると、ウルトラマンキングは人間に換算して１４２０年に生まれたことになる。なんと足利義政あしかがよしまさ（銀閣寺を作った人！）より16歳も年上だ。これは恐れ多い。ウルトラ一族なら「面おもてを上げい」と言われない限り、顔を見ることなどできない。伝説になるのも当然ですなあ。　では、このキングを基準に考えてみたら、どうなるか？　人間が生きられるのは、１２０歳が限界といわれる。30万歳のキングが人間の１２０歳に相当するとしたら……？


　父は64歳、母は56歳。自ら怪獣と戦うにはちょっと高齢という気もするが、まあ納得できる範囲である。問題はウルトラ兄弟たちの年齢だ。最年長のゾフィーさえ10歳。ウルトラマンが８歳で、セブンと帰ってきたウルトラマンが７歳、Ａが６歳、タロウが５歳。う～む、人間の男子だったら「そんなこといつ言った!?　何時何分何秒!?」などと言ってそうな年齢だ。われわれ地球人は、そんなチビッコどもに守ってもらっていたのか。

◆ウルトラマンの年齢は正しい!?

　いかん。このままでは謎が深まるばかりだ。ここは原点に立ち戻り、自然科学の観点から探ってみよう。そもそも、生物がこれほど長く生きることは可能なのか？　生物が老化するのは、呼吸によって細胞が疲労し、消耗するのが一つの原因だといわれている。生物が呼吸するのは、生命維持に必要なエネルギーを取り出すためだが、このエネルギーはすべて活用されるわけではない。体の表面から逃げていく分が結構大きい。体型が同じなら、放熱量を決める体表面積は体長の２乗に比例し、呼吸量の決定項である体重は体長の３乗に比例する。つまり体が大きいほど、呼吸によって取り出したエネルギーを体外に逃がさずに有効活用できる。その結果、呼吸量は少なくて済み、細胞の老化も防げるのだ。ハツカネズミの寿命は１年半から２年、アフリカゾウは70年、シロナガスクジラは１００年以上といわれる理由がここにある。

　ウルトラマンの体重３万５千ｔは、成人男性の53万倍だ。これだけ大きければ相当に長寿でも不思議はないが、具体的にはどれほど長く生きるのか？

　１９５９年、ザッハーという生物学者が多数の哺乳類について調べ、寿命には体重だけでなく脳の重量も関係する、という説を提唱した。それらの関係は「ザッハー方程式」という式で表されている。この方程式を、ウルトラの人々に当てはめたらどうだろう。

　ただし、ザッハー方程式は哺乳類にしか適用できない。地球からはるか遠いＭ78星雲で生まれたウルトラの皆さんが、人間と同じ哺乳類なのか……。怪獣図鑑にもその点は書かれてないが、両親から子どもが生まれたり、ウルトラの母に乳房らしきものがあったり、哺乳類と共通する特徴が見られるのも確かだ。乱暴だが、ここは思い切ってザッハー方程式を使ってみよう。

　ウルトラ族の脳の重量を人間と同じく体重の２・１％だとしよう。ゾフィーからキングまでの前述９人の平均体重は４万２３００ｔだ。この数値をザッハー方程式に代入すると――。おおっ、ウルトラの人々の寿命は２万１６００歳！　キングや父母たちを別とすれば、ゾフィー以下には充分に当てはまる結果ではないか。

　ところがこのヨロコバしい結論は、意外な情報によって根底から否定されてしまう。『ウルトラ怪獣大図解 大伴昌司の世界』（小学館）の裏表紙に、ウルトラマンの内部図解が載っており、そこに「濃縮脳。10ｇしかないが、知能指数１万」と書かれていたのである。

　脳がたったの10ｇ!?　これではウルトラ一族の寿命は、極端に短いことになってしまう。だが、これを書かれた大伴昌司先生は怪獣図解のパイオニアで、ウルトラマンや怪獣たちの設定はこの先生が考えたものが多い。ここは素直に、このデータを採用するしかないか……。
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　絶望的な結果が出るのはわかり切っているが「体重３万５千ｔ、脳重量10ｇ」という数値をザッハー方程式に代入してみよう。すると……、うっひゃ～っ。寿命はたったの72日！

　あまりといえばあんまりだ。日本人の平均寿命は男性が81・２５歳、女性が87・３２歳（２０１８年）だから、男性の平均寿命の４１０分の１でしかない。これはハヤタが気の毒すぎる。おかしなヤツに乗り移られたために、10週間で短い生涯を閉じてしまう。

　こうなるともう、時間に対する感覚がわれわれとは違うはずだ。彼は地球では３分間しか戦えないが、それは地球人の感覚で４１０倍の21時間に相当する長さなのだろう。ということは、実はウルトラマンは、朝の６時から翌朝の３時までかかるような死闘を演じていたことになる！

　うーん、すっかりおかしな話になってしまった。結局ウルトラマンは長寿なのか、短命なのか。よくわからないが、ハッキリしているのは、いずれにしても極端すぎるということですなあ。
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　ある小さな漁村に、トリトンという緑の髪をした少年が暮らしていた。13歳になったある日、白いイルカがやってきて出生の秘密を告げる。実はトリトンは、海の平和を守るトリトン族の生き残りだったのだ！

　白いイルカの名はルカー。彼女の言葉を信じたトリトンは、海の平和を脅おびやかすポセイドン族を倒すための旅に出る。これがアニメ『海のトリトン』の始まりで、おお、正統派の海洋冒険譚たんではないですかーと思って、毎週ウキウキと見ていたら、なんと最終回で驚きの事実が発覚する。２千年前、平和に暮らしていたポセイドン族を絶滅寸前まで追い詰めたのは、トリトン族だった！　そして、トリトンの持つオリハルコンの剣は、生き残ったポセイドン族を死に追いやる悪魔の兵器！

　これには、モーレツに驚いた。劇中のトリトンもショックを受けて「嘘だー！」と叫んでいたけれど、結局トリトンはポセイドン族を滅ぼしてしまう。そこにあの勇壮な主題歌が流れてきて、「完」。わーっ、そんなところで終わらないでー。

　気持ちの持って行き場がなくて、手塚治虫先生が描かれた原作マンガ『海のトリトン』（連載中のタイトルは『青いトリトン』）を読むと、そこでは正義と悪の逆転はなかったものの、トリトンは愛する家族を守るために、自分の身を犠牲にしてしまう。むえーっ、それはそれでビックリ展開だよー。

　一筋縄ではいかない『海のトリトン』である。アニメもマンガも歯ごたえ満点というほかないが、それでも印象深く胸に残るのは、ルカーの背にまたがって海の旅をする姿だ。

　それが科学的にいかなる行為であるか、ここで真剣に考えてみたい。


◆尾ビレで股間をドガガガガ！

　トリトンは、ルカーの背に乗って旅をする。

　イルカが外洋を泳ぐ速度は、時速60㎞。人間の場合は１００ｍ自由形のトップ選手でも時速８㎞ぐらいだから、人間がイルカと旅をするなら、イルカに乗せてもらうのは当然ともいえる。もちろんトリトンは海に生きるトリトン族の末裔まつえいだから泳ぎが得意そうだが、人間の体形である以上、イルカほど速くは泳げないだろう。

　しかし、イルカの背中に乗ることは、そんなに簡単なのだろうか？　イルカは哺乳類なので、泳ぎ方も魚類とは違う。魚たちが体を左右に振るのに対して、体を前後にくねらせるのだ。
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　このような動きをする動物に、人間が乗るのはかなり難しいのではないかと筆者は思う。

　そこで、福岡のマリンワールドに問い合わせたところ、こんな答えが返ってきた。

「あまり乗ってほしくないですが……。イルカの背ビレは、胴体の中央についています。その後ろに乗ると、イルカはバランスがとりづらくて仕方がありません。どうしても背中に乗りたかったら、せめて背ビレの前に乗っていただきたいですね」。

　なるほど。背ビレが胴体の中央にあるなら、背ビレの後ろだと、トリトンは尻尾から３分の１あたりに乗ることになってしまう。これは確かにバランスが悪い。だからといって、マリンワールドの方が言われるように背ビレの前に乗ると、今度はつかまるところがない。これで時速60㎞なんて出された日にゃ、海に転げ落ちると思う。

　何がなんでも背ビレにつかまろうと思ったら、トリトンは後ろ向きに乗るしかないだろう。だが、どう見てもカッコ悪いし、そんなんでポセイドン族と戦えるのか!?
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　仕方がない。ここは、優しいルカーが相当ガマンしてくれたものと考えて、アニメのなかの描写どおりの乗り方をしたとしよう。

　すると、新たな問題が発生する。先に述べたように、イルカは前後に体をくねらせて泳ぐから、尻尾の近くに乗ったトリトンは、かなりの勢いで上下に揺さぶられるはずなのだ。イルカ酔いする心配はないのだろうか？

　そこで『ファンタジーアニメアルバム　海のトリトン』（少年画報社）と『イルカに学ぶ流体力学』（永井實／オーム社）を参考に、トリトンが揺さぶられる幅を計算してみた。結果は、上下に29㎝である。結構大きな振れ幅だが、揺さぶられるペースも早い。体長３･４ｍのルカーが時速60㎞で泳ぐとして、尾ビレを振る回数を計算すると、なんと１秒間に６回！

　これは結構、キツくないか!?　このけたたましいペースで上下に29㎝も揺さぶられたら、トリトンの体はその動きについていけず、空中にほとんど浮いたまま、ルカーの背中で毎秒６回も股間をドガガガガカッと連打されるであろう。この苦境は、男子としてどうしても避けたい！


◆旅というより漂流ですなあ

　ここはルカーにお願いして、尾ビレを振る回数を１秒に１回ぐらいにしてもらうしかない。だが、尾ビレが動くペースが６分の１になると、速度も６分の１になる。すなわち時速10㎞しか出せないのだ。こんなにノンビリした速度で、７つの海を渡れるのだろうか？

　トリトンの旅は、まことに遠大だった。日本を出発して北氷洋で人魚のピピと出会い、南下して赤道直下のイルカ島へ行き、太平洋を越えてマゼラン海峡で折り返し、西へ進んでマダガスカル沖、北上して紅海から海底トンネルを通って地中海へ抜け、北大西洋でポセイドンを倒す。地図で測ると、実に全行程７万６千㎞。地球１周は４万㎞だから、その倍近い大航海である。

　この長大な距離に時速10㎞で挑むと、所要時間は７６００時間。ルカーが１日10時間泳いでも、２年以上かかってしまう。しかも、毎秒１回ずつ高低差29㎝で揺さぶられ続けながら……。これはもう、旅というより実質ほとんど漂流ではないか。

　水や食料はどうしたのだろう？　イルカは海水を飲んでも、塩分濃度の高い尿を排出することによって、体内の水分を調整できるが、人間はそうはいかない。一定以上の海水を飲むと、赤血球が縮んで死に至るのだ。

　トリトンはトリトン族だから、塩分濃度の高い尿を排出できるのかもしれない。だとしても、食べ物は困るのでは？　魚やイカや、せいぜい海草しかない。もちろん全部ナマ。味付けはすべて塩味だ。まあ新鮮な刺身と思えば嬉しくもあるが、刺身にするには、鱗うろこを落とし、内臓を出し、３枚におろし、皮をはいで、スライスしなければならない。これを神聖なオリハルコンの剣でやるのかなあ。

　さらに、ヒジョ～に気になるのが日射の問題だ。イルカに乗っている以上、太陽光線から逃れることはできないから、重度の日焼けを起こすだろう。アニメでは色白の美少年として描かれていたが、現実のトリトンは真っ黒に日焼けしていたはずである。う～ん、イルカに乗った少年の旅は問題山積……。

　もし明日あなたのところに白いイルカがやってきて「あなたはトリトン族の末裔なのです。いっしょに海に行きましょう」と言ったらどうすればいいのか？

　コトは海の平和を守るという大問題である。決して自分一人で解決しようとは思わず、まずは海上保安庁に通報しよう。海の事件、事故に関する緊急電話番号は１１８だ。
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　十二支、正しく言えますか？　年賀状を書くときくらいしか意識しないし、その年賀状も年々減ってるみたいだから「子、丑、寅、卯……なんだっけ!?」という人も増えているよね。

　しかし、十二支の「
子ね・
丑うし・
寅とら・
卯う・
辰たつ・
巳み・
午うま・
未ひつじ・
申さる・
酉とり・
戌いぬ・
亥い
」は、もともとは古代中国の殷いん王朝で「年」を表す言葉として使われていた文字で、日本には６世紀頃に伝わったという。なんと１５００年も前から使われているのだ。長いおつき合いですなあ。

　しかしこの十二支、順番がおかしくないですか？　聞くところによると、ある年の元日にレースが行われ、この順番になったというのだが、虎とか兎とか馬など俊足で鳴らす動物たちを抑えて、鼠が１位！　それホント!?　いったいどういう勝負をしたら、そういうナゾな結果になんの!?

　しかも、猫は鼠に「勝負は１月２日だよ」と騙されて参加することさえできず、それゆえ十二支に入っていないという。おい、そんな不正がまかり通っていいのか！

　筆者としては、この十二支をぜひとも科学的にナットクのいく順番に変更していただきたい。そのためにもここは一つ、気の毒な猫も入れた動物13匹で、十二支のレースをやり直してみよう。これは重要な戦いになりますぞ～。


◆それでレースといえるのか

　そもそも、現在の子丑寅卯辰巳午未申酉戌亥を生んだ「十二支決定レース」とは、どんなものだったのか。『十二支のはじまり』（岩崎京子・文　二俣英五郎・画／教育画劇）は、こう伝えている。


むかし、ある としの くれ、かみさまは どうぶつたちに おふれを だしたんだと。

「しょうがつの あさ、ごてんに くるように。きたものから 十二ばんまで じゅんばんに 一ねんずつ、その としの たいしょうに する」。


　なるほど、神さまがお正月にレースを開催したわけか。「御殿に来た者、先着12名」というルールは一見フェアそうだが、果たしてそうだろうか。
ゴールは指定されているが、スタート地点についての言及がない！　どこからスタートしてもいいのなら、御殿の近くに住む動物が有利になる杜撰ずさんなルールだが、それだけではない。


うしは まえの ばんから ごそごそ したくを したんだと。

「あれ、もう でかけるのかよ、うしさん」ねずみ がきいた。

「ああ、わしは のろいからね。いまから いけば ちょうどええ」。


　なんとなんと、いつスタートしようと選手の自由！　う～む、昔の話とはいえ、まことにおおらかですなあ。

　その結果どんなレースが展開されたかというと、鼠はずっと牛の背中に乗っていき、ゴールの直前に御殿に駆け込んで１着！　空を飛べるはずの竜は、ニョロニョロ仲間（？）の蛇といっしょに行こうとして５位に沈む。昔から仲の悪かった猿と犬はレースの最中にケンカして、仲裁に入った鶏ともども９～11位と惨敗。そして猪は、猪突猛進のあまり御殿の前を通り過ぎてしまい、痛恨の最下位……！

　あのう、これめちゃくちゃレベルが低くないっすか？　こんなグダグダな勝負で十二支が決まったとは情けない。


◆これが正しい十二支のスピードだ

　これはぜひとも科学的にナットクのいく順番にしてもらいたい。実際に動物たちを集めてレースを開催したいところだが、動物たちがおとなしく競技してくれるとは思えないので、ここは科学的な推測を試みよう。動物たちはどんな速度で走るのか。

　本やネットに速度が出ているものは、それを採用し、それ以外のものは、筆者の経験その他から強引に算出するなどした結果、13匹の動物たちの速度は以下のようなものとなった。



子＝鼠：時速10㎞

丑＝牛：時速４㎞（人間と同じ速さで歩くとして）

寅＝虎：時速64㎞

卯＝兎：時速72㎞

辰＝竜：時速３６０㎞以上（竜は自在に空を舞うといわれるが、偏西風より遅いと吹き流されてしまうから、その最速値より速いはず……と考え、この速度とした）

巳＝蛇：時速16㎞（計測値のあるブラックマンバの速度）

午＝馬：時速68㎞（競走馬のスピード）

未＝羊：時速13㎞（羊の群れは人が馬に乗って誘導する。馬の歩き方・走り方には「常歩なみあし」「速歩はやあし」「駈歩かけあし」「襲歩しゅうほ」の４段階があるので、２番目に遅い速足の速度＝時速13㎞とした）

申＝猿：時速30㎞（ニホンザルの計測値）

酉＝鶏：時速18㎞（これは筆者の経験から。小５のとき、走って鶏を捕まえたことがあるのだが、当時の自分の50ｍ走のタイムから計算すると時速18㎞となる）

戌＝犬：時速36㎞（日本犬は50ｍを５秒で走る）

亥＝猪：時速45㎞

猫：時速48㎞（瞬間的なスピード）




　というわけで、空を飛べる竜が圧勝！　以下、兎、馬、虎……と順当な顔ぶれが続く。猫もめでたくランクイン。これに基づく十二支は、順に「辰卯午寅猫亥戌申酉巳未子」となる。落選は牛！　えっ、丑!?　わ～っ、筆者は丑年生まれなのに～。


◆持久力を考慮したら？

　なかなか興味深い結果となったが、これは速度だけから導かれた着順である。短距離走ならこの順番になるかもしれないが、十二支レースはそれなりの距離を走ったイメージだから、動物たちの持久力を勘案かんあんする必要がある。

　持久力に長けるのはウシ目もく、ウマ目、ネコ目イヌ科など、走ることに特化して進化した動物たち。十二支のメンバーでは、速い順に馬、猪、犬、羊、牛だ。虎はネコ科には珍しく１日に10～60㎞も移動する。竜も古今の書物や絵画にヘタばっている描写はないから、持久力はあるのだろう。

　ウサギ目、ネズミ目、サル目、ネコ科は草むらや木の上でじっとしていることが多く、持久力はない。鶏も走るのは一瞬だ。よって、兎、猫、猿、鶏、鼠は着順を落とさざるを得まい。

　なかでもカワイソウなのは蛇だ。レースの日時は元日の朝。真冬のさなかで、変温動物の蛇は、動くことすらできない。ああ、開催日が夏だったらなあ。
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　持久力まで加味した順位は「辰午寅亥戌未丑卯猫申酉子」。気の毒に、巳は落選。爬虫類にお正月の試合はキビシかったか……と思ったが、冷静に考えると、爬虫類が１匹だけで、あとは哺乳類10匹に、鳥類１匹に、空想上の動物１匹（竜）って、なんだかモーレツにバランス悪くないか？　カエルやサンショウウオなどの両生類、コイやタイなどの魚類、トンボやカブトムシなどの昆虫、タコやイカなどの軟体動物と、参加していない動物がゴマンといるではないか。カタツムリだって「参加することに意義がある」と燃えていたかもしれない。

　そもそも「真冬に陸地で競走」というルールでは、冬眠する動物も、渡り鳥も、海棲かいせい動物も参加不能。サンゴやフジツボなどの動けない動物たちは、もうどうしたらいいんだか。

　うーむ、生物多様性の叫ばれる昨今、神さまにはぜひともルールを再考し、全地球１５０万種の動物のなかから納得できる十二支を選び直していただきたい。
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『エースをねらえ！』は、まことにインパクトの強い作品であった。

　主人公・岡ひろみを鍛える宗方仁むなかたじんコーチ（まだ20代）が、プライベートを和服（しかも蜘蛛の巣の柄！）で過ごしていたり、金髪で縦ロールのお蝶夫人（まだ高校２年生）が「負けるのを怖がるのはおよしなさい！」などと伝統的なお嬢さま言葉で名言を口にしたり……と、一度見たら忘れられない要素がてんこ盛りなのだ。

　だが、この作品は１９７０年代を代表するスポ根少女マンガ＆アニメの金字塔である。枝葉末節しようまっせつにとらわれず、ここではテニスを描いた場面に注目すべきであろう。

筆者が驚いたのは、ライバルキャラ「加賀のお蘭」の特訓シーンだ。それは、アニメ版の第６話に登場する。
　地区大会決勝戦を控えたひろみが、練習しようと夜の公園へ出かけると、対戦相手校のエース・緑川蘭子みどりかわらんこが壁打ちをしていた。蘭子が壁に向かってサーブを打つたびに、なんとボールが割れて破片が飛び散る！

　壁際には、そんなボールの残骸が無数に散らばっている！
　ひろみはガタガタ震えていたが、こんな光景を目の当たりにしたら、誰だってビックリするだろう。ボールを割るほどのサーブとは、いったいどういうモノなのか？

　え？　それこそ枝葉末節!?　いやいや、これは科学的には目が離せないすごいシーンですぞ。


◆ゴムのボールが砕け散る？

　サーブでボールが割れるだけでも驚異だが、気になるのは、その割れ方である。

　ひろみが目撃した場面では、割れたボールがいくつもの破片となって飛び散っていた。それらは、まるで割れたお茶碗のようであった。ゴムでできたボールが、こんな割れ方をするものだろうか？

　ゴムのように伸縮する物体に力をかけると、もっとも弱い１ヵ所が裂け始める。すると、その場所はますます弱くなって破断が進み、ついには２つに分断される。つまり、破壊は常に１ヵ所でしか起こらず、破片の数も最大２個なのである。

　これはティッシュを裂いてみれば、よくわかる。両端を持って引っ張る限り、３つ以上に分かれることはない。破壊によっていくつもの破片が生じるのは、ガラスや氷のように硬く脆もろい物体だけだ。

　すると蘭子は、ガラスのボールを打っていたのか？　いや、それはあまりに危険だし、決勝戦を目前にしたテニス部のエースが、そんな酔狂すいきょうな行為に手を染めるはずはない。

　ならば、ボールを凍らせて打ったのか？　凍った物体に強い衝撃を加えると砕け散るが、ボールを凍らせるためには液体窒素などを用意せねばならない。この大事なときに、そんな理科実験ショーみたいなことをするかっつーの。

　つまり、普通の壁打ちでテニスボールが「砕け散る」という現象が起こるとは、とても考えづらいのだ。


◆ボールがマンホール大にびよーん！

　したがって「ガラスのように砕け散る」という側面は置いといて、ここでは「ボールを壁にぶつけて破壊する」という事実だけを考えることにしよう。これだって、充分に大変である。

　ゴムは弾力性豊かな物質だが、限界を超えて変形すると、ちぎれてしまう。蘭子が打ったボールも、同じ原理で破壊されたと考えるべきであろう。

　壁に衝突した瞬間、ボールはぺしゃんこになり、壁に沿って押し広げられたはずだ。このとき、ボールの表面には引き伸ばす力が働く。その力が限界を超えた瞬間、どこか最も弱い部分が裂けたのではないか。


　では、その限界とは？　調べてみると、ゴムの強度には幅があり、２倍から10倍に伸びると破断するようだ。しかも、もともと球形だったボールが平面になるため、見た目の直径はさらにルート２＝１・４倍となり、２・８倍から14倍に拡大したときに破断することになる。

　ということは、壁にぶつかった瞬間、直径６・７㎝のテニスボールが、小さくても直径19㎝、大きければ95㎝にまで、びよーんと広がった……!?
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　にわかには想像しがたい怪奇現象である。直径19㎝とはドンブリの大きさ、直径95㎝とはダンプカーのタイヤほどの大きさなのだ。テニスボールとは、そこまで大きくなるものなのか!?　だが、そうなって初めて、ボールは薄く引き伸ばされ、弱い部分から破断して、２つに割れる可能性が生まれるのだ。

　逆にいえば、こんなことでも起こらない限り、テニスボールを壁にぶつけて割ることはできないということだ。これを実践していた緑川蘭子はすごい。さすが、宗方コーチの異母兄妹！


◆サーブのスピードは超音速！

　こうした超常現象を起こすには、もちろん超常的なパワーが必要だ。

　ここでは、前述した２～10倍の中間を取って「６倍」、すなわちボールの見た目の直径が８・４倍に伸びたときに破断すると仮定しよう。それすなわち直径57㎝である。

　硬式テニスボールには、１・８気圧の窒素が入ったものと、通常圧の空気が入ったものとがある。前者はゴムの厚さが３・４㎜、後者は４・２㎜。薄いほうだとしても、壁に衝突した衝撃でこれほど変形させるための激突スピードは、時速３４００㎞＝マッハ２・７だ！

　ひろみと蘭子の試合を観戦していた尾崎先輩は「お蘭のサービスは男なみだ」と評していたが、プロの男子選手でもサーブの歴代最高速度は、サミュエル・グロス選手の時速２６３㎞（１９１２年）。男なんぞ、相手にならん！

　さて、こんなサーブを放つ蘭子さんは、どれほどの筋力の持ち主なのだろうか？

　物体に力をかけて、エネルギーを与える現象では「エネルギー＝力×距離」の関係がある。この場合の「距離」とは、ボールがラケットに接触してから離れるまでにラケットが動く距離のことだ。アニメでは測定できないので推測するしかないが、その距離は長くても10㎝くらいのものではないだろうか。

　すると、ラケットがボールを叩く力は、最低でも25ｔになる。この女子高生、一瞬とはいえ、大型バス２台をラケットに載せて支えるような力を出しているのだ。本当にすごいな、緑川蘭子。

　もし皆さんがこんなすごい選手と対戦することになったら、とっとと棄権きけんしたほうがよろしい。マッハ２・７のサーブを受けたら、人生がそこで終わる可能性があります。
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「透明人間」は、昔から小説や映画で繰り返し描かれてきた題材だ。たとえば、19世紀末に『タイムマシン』や『宇宙戦争』（タコ型の火星人が登場したのはこの作品！）を書いた「ＳＦの父」Ｈ・Ｇ・ウェルズは、同時期に『透明人間』という小説を発表したし、日本では１９４９年に大映が『透明人間現わる』を公開したし、54年には東宝が『透明人間』を製作したし、78年にはピンク・レディーが『透明人間』を歌ったのだった。１００年以上にわたって、いろいろなジャンルで広く活躍してきたのが透明人間であり、ぜひともご尊顔そんがんを拝したく……あ。無理か。

　確かに、透明人間は胸躍る存在である。誰にも気づかれずに行動できれば、あんなコトやこんなコトなど、いろんなことができそうである。もうウヒョヒョである。

　しかし、生物が透明になることなどできるのだろうか？　タイムマシンでさえ理論的には可能と主張する科学者もいるが、透明人間の研究は聞いたこともない。

　それはいったいなぜ？　生物の透明化を阻はばむ壁とは何なのだろうか。


◆体を透明にできるか？

　どうすれば人間の体を透明にできるのか？　この問題を考えるにあたって、前掲の作品群を見てみると、ウェルズ『透明人間』と大映の『透明人間現わる』は薬の効果、東宝の『透明人間』は加速器の実験中に発見された「可視光線を通過させる物資」によるもの、ピンク・レディーの『透明人間』は……何度歌を聴いても全然わかりません。いずれにせよ、なんらかの物質の影響を受けて、体が透明になる理屈のようだが、どれも詳細は語られていない。

　だからといって、考える前に諦めるのは早計だ。

　実は、われわれの体にもすでに透明な部分がある。目の角膜かくまくとレンズだ。生物の体はタンパク質でできており、タンパク質には数え切れないほどの種類がある。角膜はコラーゲン、レンズはクリスタリンという透明なタンパク質でできている。もし体中をこうしたタンパク質に置き換えられれば、全身を透明にすることも不可能ではないだろう。グラスフィッシュという魚など、筋肉まで透明なのだから。

　だが、人間の体で決して透明にしてはいけない部分がある。それは、血液。

　血液が赤いのは、赤血球を作るヘモグロビンというタンパク質に、鉄が含まれているため。ヘモグロビンは、もともとは黒ずんだ赤色だが、鉄が酸素と結びつくと、鮮やかな赤になる。これによって、酸素を全身に運ぶことができる（イカやタコの血液には、銅を含むヘモシアニンが含まれ、普段は透明だが、銅が酸素と結びつくと青くなる）。

　したがって、人間の血液を透明にするには、ヘモグロビンから鉄を除去しなければならない。もちろん、そんなことをすると酸素を運べなくなり、たちまち窒息死してしまう。命が惜しかったら、血液だけは赤いままにしておかねばならないのだ。

　すると、科学的に正しい透明人間は、血液だけが血管に沿って浮かび上がって見えることになる。空中に、鮮やかな赤の大動脈と黒ずんだ赤の大静脈が上下に走り、枝分かれした細い血管が、脳、肺、肝臓、小腸、腎臓のあたりで赤い塊かたまりを形成する。中央部で脈打つ真っ赤なボールは心臓だ。

　これはもう、目立って目立ってしょうがない。いったい何のために透明人間になったんだか。
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◆ガラスのコップはなぜ見える？

　では、医療技術の大革新が起こり、生命維持に問題のないまま、全身のあらゆる部位を透明にできたとしよう。そのとき、体は見えなくなるのだろうか。

　残念ながら、それも無理といわねばならない。なぜなら、ガラスのコップは透明だが、われわれはコップを目で確認して手に取ることができる。「透明であること」と「見えないこと」は、別のことなのだ。

　透明なものが人間の目に見えるのは、光の屈折のためである。屈折とは、水と空気など異なる物質の境界面で光が折れ曲がる現象だ。入浴中、お湯のなかに手を入れると、手が小さくなったように見える。また、レンズは太陽の光を集めることができる。これらは、屈折のために起こる現象だ。

　体がいくら透明でも、屈折が起こると、向こうの景色が歪ゆがんでしまう。また、屈折が起こる条件下では反射も起きるので、体の周辺部が光って見える。つまり、体を透明にしただけでは、透明人間として活躍することはできないのだ。
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　ならば、さらなる大革新によって、生命維持に支障のないまま、透明で、屈折も起こらない物質で、体を作れるようになったとしよう。これならどうだ!?

　それでも、消えるのは容易ではない。この方法で透明になると、誰あろう本人がいちばん困る。

　人間の目には、レンズと網膜もうまくがある。瞳から入った光がレンズで屈折し、網膜に影像が結ばれることによって、ものが見える。屈折が起こらなかったら像は結ばれないし、網膜が透明だったら光が網膜を通り抜けてしまう。つまり自分が消えた瞬間、自分もまわりが見えなくなる！

　ものを見る能力を残そうと思ったら、レンズだけは屈折する物質で作り、網膜は不透明にしておかなければならない。すると本人は姿を消したつもりでも、キラキラ光るレンズと不透明な網膜が、ちょうど目の高さに浮遊することになる。ものすごく怪しくて、やっぱり逆に人目を引いてしまうだろう。


◆消えるなら、誰も見ていないところで

　透明化にこだわっていたのでは、いつまで経っても透明人間にはなれない。本来の目的は姿を消すことだったはずと開き直り、これに目標を絞ったらどうだろうか。

　その場合、自分がそこにいないように見えればいいわけだ。この考えに則った姿の隠し方は、実際に研究が進んでいる。「再帰性反射材さいきせいはんしゃざい」という素材を塗布した布を着て、背後の景色をカメラで撮影し、プロジェクターで布に映し出す。すると、体の向こう側の景色がそのまま見えるので、そこに人はいないように見える。「光学迷彩」と呼ばれる技術だ。

　ただし、これには、体の背後にカメラ、前方にプロジェクターが必要なので、透明人間として暗躍することは不可能だろう。

　そこで、もう一歩考えを進めてみよう。体にフィットするスーツに、超小型のカメラとディスプレイをモザイクのように貼りつけて、カメラでとらえた映像を、反対側のディスプレイに映すのだ。これなら、体一つで周囲の景色に溶け込める。これはイケるかも！
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　と思ったが、この起死回生の逆転打にも、二つの弱点がある。

　一つは、人間の体に厚みがある点だ。地面に寝転んだり壁に近づいたりすると、それらのリアルな映像が体の背中の曲面に沿って映し出される。つまり、地面や壁が盛り上がって見える。キョーレツに怪しい！

　もう一つは、遠近感の問題である。遠くのものは小さく見え、近くのものは大きく見えるのだから、自分を見ている人がどれくらいの距離にいるのかに応じて、映し出す映像の大きさを調節する必要がある。つまり、消えるたびに他人の目を気にしなければならんということだ。いったい、何のために透明人間になったのか。

　違う距離に２人以上の人が立っていたら、もうパニックである。どっちの目を優先すればいいのか。板挟みの苦しみを味わうだろう。

　結局、透明人間が活躍できるのは、人目の少ない深夜か、人口密度の低い砂漠などに限られる。そのとき透明人間はつぶやくのだろう。

「ああ、誰も見ていない。これで安心して消えられる」。



	
		[image: 12_title]
	




　筆者が子どもの頃に、書店の棚にずらりと並んでいた「怪獣図鑑」には、怪獣や宇宙人の詳細な情報が記されていた。本によって違うこともあったけど、基本的な項目は、①身長、②体重、③出身地、④得意技、⑤弱点……の５つ。なので、子どもの頃は「図鑑というのはこれらが載っているもの」と思い込んでいた。

　ところが昆虫図鑑や動物図鑑には「体長」「生息地」「生態」などは載っているものの、「得意技」や「弱点」という項目はない。それらは怪獣図鑑ならではの項目だったのである。気づいたときにはビックリしました。

　このうち、今回は「得意技」に注目してみよう。

　怪獣たちは、必ず一つはズバ抜けた能力を持っているらしいのだが、それはどれほどスゴいのか？　科学的に考えてみると、実はとっても微妙なのである。


◆その能力は日の目を見ない！

　たとえば、バルタン星人の得意技とは、何か？

「宇宙忍者」とも呼ばれるこの宇宙人は、分身したり、手のハサミからミサイルを発射したり……とスゴイことができるのだが、怪獣図鑑にはこんなことがサラリと書いてある。

「１万ｍ先のコメツブが見える」。

　え～っ、それ、どんな視力なの!?　１万ｍといえば、東京では上野から品川までの距離。上野動物園で親子連れが幸せそうにおにぎりを食べているとき、そのゴハンの一粒一粒が、品川から識別できるというのだ。
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　米粒の長径を５㎜として計算すると、バルタン星人の視力は、なんと６００！　人間の視力は、最高で４・０くらいではないかといわれているから、バルタン星人は、その１５０倍も目がいいことになる。さすがウルトラマンの宿敵だ！

　このくらいで驚いてはいけない。もっとすごい視力の持ち主もいる。

『ウルトラマンタロウ』に出てきた、うす怪獣モチロンは、なんと５万㎞離れたモチを発見できるという。モチの直径を５㎝とするならば、計算してビックリ、視力30万だ！

　この驚異的な視力は、戦いや怪獣としての生活に役立つのだろうか？

　モチロンは、月から地球にやってきた。目的はモチロン、モチを食べることだ。だが、彼の身長は58ｍで、その目はウスの形をした胴体の真ん中あたりについているから、目の高さは30ｍほどと思われる。そんなモチロンが地上に立つと、視力がどんなによくても、20㎞以上離れたところは、地球の丸みに隠れてしまって見えない！　５万㎞離れたモチが見えるはずなのに、その能力の４万９９８０㎞分は宝の持ち腐れということだ。

　では、月にいるときは役立つのか？　月面から地球のモチを発見しようにも、月から地球までの距離は38万㎞。今度は、５万㎞の視力では足りない！　オビに短し、タスキに長し、とはモチロンのことですなあ。
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　視力については、大だこ怪獣タガールも哀しい。

　この怪獣も『ウルトラマンタロウ』に出てきたのだが、彼の自慢は「２万ｍの深海でも、１万ｍ先が見える」こと。深海には太陽の光はまったく届かないから、これは確かにすごい能力だ。

　ところが、地球でいちばん深いマリアナ海溝でさえ、水深は１万９１１ｍ。タガールはマリアナ海溝をあと９０８９ｍ掘り下げなければ、実力を発揮できない！

『帰ってきたウルトラマン』に登場したキングマイマイの視力もすごい。なんと10万㎞彼方かなたが見えるという。

　だが、地球一周は４万㎞。たとえ地球の裏側を見ることができたとしても、地上でこの能力を最大に発揮できる機会はない。

　ならば、これは宇宙空間の敵を発見するための視力なのか？　しかしカワイソウなことに、コイツは蛾の怪獣なのだ。いくら羽ばたいても、高度５００㎞の大気圏外に出ると空気はなく、羽はカラ振りするばかり。決して宇宙に行けない。その優秀な視力で宇宙に敵を発見しても、何もできないキングマイマイ……。

　輪をかけて気の毒なのが、同じく『帰ってきたウルトラマン』に現れたロボネズである。彼の自慢は、２万㎞彼方に落ちた針の音を聞き分けられることだ。

　２万㎞といえば、地球の反対側である。確かに悪魔的な地獄耳だが、音が伝わるにも時間がかかる。秒速３４０ｍで進む音が、２万㎞離れたロボネズの耳に届くまでに、16時間20分！

　ロボネズが地球の裏側の音を聞いて、何かを重大な事実を知ったとしても、それは半日以上前の出来事なのだ。しかも、空を飛べないネズミのロボット。マッハ１で走れたとしても、やはり16時間20分かかる。現場に着いたときには、すべてが32時間40分前に終わっている！


◆ジャイアント馬場の５００倍！

　かつて怪獣図鑑に必ず載っていたのが、「巨大な建造物や強い人間との比較」だった。

　建造物で、よく喩たとえに出された黒部ダムだ。このダムを、化石怪獣ステゴンはコナゴナにし、魔神怪獣コダイゴンはバラバラにし、ナックル星人はパンチで穴を開けるという。

　確かにすごい力だが、黒部ダムは工事に16年の歳月をかけ、延べ９９０万人が工事に参加し、１７１人もの犠牲者を出してようやく完成した巨大ダム。水をせき止める堤体ていたいの高さは日本一の１８６ｍ。貯水量は２億ｔ。

　日本が世界に誇る巨大ダムであり、絶対に壊さないでもらいたいが、もし壊したら、本人たちも無事では済まない。体重１万３千ｔのステゴンがコナゴナにしたり、３万８千ｔのコダイゴンがバラバラにしたりしたら、両者とも一瞬で流れ落ちる２億ｔの水に押し流されるだろう。パンチで穴を開ける体重２万ｔのナックル星人など、鉄砲水に打たれてスッ飛んでいく。自慢するのはいいが、その後で自分たちがどうなるかも考えよう。

　人間との比較もたいへん興味深い。たとえば『帰ってきたウルトラマン』に登場したモグネズンは、キックボクシングのチャンピオン・沢村忠さわむらただしの１万倍のキック力を誇るという。

　沢村忠は、１９７０年代に人気を博したキックボクシングの大スターで、公式戦通算２４２試合、２３３勝、２２８ＫＯ勝ちというズバ抜けて強い選手だった。

　その１万倍のキック力というとすごそうだが、モグネズンの体重は２万４千ｔであり、これは沢村忠の40万倍。なのにキック力が１万倍ということは、体重あたりのキック力では、沢村選手の40分の１しかないことになる。よ、弱い。

『マグマ大使』に出てきたグラニアは、片手の力がジャイアント馬場５００人分もあるらしい。しかし、体重は７３０ｔとジャイアント馬場の５千倍。これも、体重あたりの力で比べると、馬場先生の10分の１にすぎない。

『ウルトラＱ』のゴルゴスも、ぶちかましは横綱・大鵬たいほうの１万倍だというが、体重は10万ｔで、大鵬の70万倍もある。

　こうしてみると、どうも引き合いに出された選手たちのほうがすごくないか？

　体重あたりの破壊力でいえば、キックの鬼・沢村忠のキック力は、モグネズンの40倍！　プロレス界に君臨したジャイアント馬場のチョップは、グラニアの10倍！　昭和の大横綱・大鵬幸喜こうきのぶちかましは、ゴルゴスの70倍！　力士図鑑やプロレスラー図鑑には、ぜひともこれらの「得意技」を載せていただきたい。

　なお、怪獣王ゴジラは「ゴジラの尻尾は、ジャイアント馬場の５万倍」とも書いてあったが、われらの馬場先生に尻尾はないっ。いったいどういう比較なんだろう？


◆それは自慢なのかなあ？

　自慢するのも納得なのは、『ウルトラマンＡ』に登場した一角超獣バキシムだ。「頭にある巨大な一本づのは、ピンチのときに相手に発射する武器になる。その威力は、ニトログリセリンのはいったドラム缶にすると10本分の破壊力があるというすごさだ」。

　ニトログリセリンはダイナマイトの主成分で、純粋なニトログリセリンは、ダイナマイトの１・５倍の破壊力がある。２００Ｌ入りの普通サイズのドラム缶10本分で破壊できる鉄筋コンクリートは６万ｔ。確かにすごい。

　もっとすごいのは、レッドキングで「腕は１万ｔのダイナマイトが爆発したのと同じ破壊力がある」。ダイナマイト１万ｔ！　これは１億２千万ｔの鉄筋コンクリートを粉々に砕く威力だ。地上８２９ｍの世界一高いビル｢ブルジュ・ハリファ｣さえ、重量は11万ｔ。地上のどんなビルも、レッドキングのパンチを受ければ、跡形もなくなるということだ。オソロシイ！

　気持ちはよくわかるが、それでいいの？と思ってしまうのは、大食い自慢だ。

『ウルトラＱ』に出てきたゴメスは牛30頭を、『タロウ』に登場した食いしん坊怪獣モットクレロンはキャベツ５００個、ミカン３千個をペロリと食べるという。一瞬「さすが！」と思ったが、調べてみるとどちらも体重は３万ｔ。彼らの食欲を体重70㎏の人間に置き換えると、牛30頭は42ｇ、キャベツ５００個は１・６ｇ、ミカン３千個に至っては０・７ｇでしかない。めちゃめちゃ小食じゃん！

　逆にすごすぎるのが、油獣ぺスター。１日に石油１兆円分を飲み干すという！

　ここ数年、原油価格は１Ｌあたり40円ぐらいで推移しているが、ぺスターが登場した『ウルトラマン』の放送時（１９６６年）、わずか６・８円だった。そんな時代に、１兆円もの石油を飲むのは大変なことだ。重量にして１億２５００万ｔ。ぺスターの体重は２万５千ｔだから、自分の体重の５千倍である。これは筆者が一晩にビールを大ジョッキで50万杯飲むようなもの。いくら酒好きの筆者でも、そんなには飲めん！

　ガメラは石油を飲んで一度にドラム缶５００本分の火を吐くという。通常のドラム缶に入る石油の量は２００Ｌ。重量にして１６０㎏だ。５００本分なら80ｔになるが、ガメラの体重もちょうど80ｔ。一回の火炎放射で消滅してしまう！

　慌てて調べてみると、ドラム缶には50Ｌ入りのものもあるようだ。しかし、それで５００本分だとしても、一回火を吐けば20ｔも痩せてしまう。ガメラの健康が心配だ。

　ふ～む。怪獣たちの得意技は、結局すごいのかすごくないのか、よくわからない。でも、彼らの得意技について考えるのは、とても楽しい。楽しませることこそが、彼らの最大の得意技なのかもしれません。


[image: 12_3]




	柳田理科雄（やなぎた・りかお）

	空想科学研究所主任研究員。明治大学理工学部兼任講師。１９６１年鹿児島県種子島生まれ。東京大学理科Ⅰ類中退。学習塾の講師を経て、１９９６年に『空想科学読本』でデビュー。著書は他に『空想科学［漫画］読本』や『空想お料理読本』（ケンタロウさんとの共著）、子ども向けの『ジュニア空想科学読本』や『ポケモン空想科学読本』シリーズなど多数。原作を担当したマンガに『空想科学大戦！』や『空想科学学園』などがある。講演や実験ショー、ラジオやテレビへの出演、YouTube配信なども積極的に行っている。また、希望される全国の学校図書館に「空想科学 図書館通信」の無料配信を２００７年から続けている。




空想科学研究所の電子書籍01

空想科学読本くうそうかがくどくほん［マッハ7の悲劇ひげき］

柳田理科雄やなぎたりかお

2020年7月1日 発行

本文イラスト：近藤ゆたか

表紙イラスト：USI

デザイン：塩田裕之（３シキグラフィックス）

発行人：近藤隆史

発行所：株式会社空想科学研究所

空想科学研究所ホームページ：https://www.kusokagaku.co.jp/

KUSOLAB：https://www.youtube.com/channel/UCASv6OgFsfqV03b7TDOrsDA

ⒸDREAM-SCIENCE LABORATORY 2020

◎本書は『空想科学読本』などの原稿を全面的に見直し、大幅に加筆修正を加えたうえで、テーマ別に編集した電子書籍です。

◎本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などすることは、著作権法での例外を除き禁じられています。



  
    目次

    
      	
        ウルトラマンは身長40ｍ、体重３万５千ｔ。この体格は科学的にどうなのか？
      

      	
        ウルトラセブンがマッハ７で空を飛ぶと、衝撃波で大変なことになる！
      

      	
        『シン・ゴジラ』で展開された「無人在来線爆弾」。その威力を科学的に考える。
      

      	
        なんとスバラシイ武器だろう。『マジンガーZ』のおっぱいミサイルを絶賛！
      

      	
        『フランダースの犬』の最終回、ネロとパトラッシュが幸せになる方法はなかったの!?
      

      	
        『恐怖新聞』は、一回読むと寿命が100日縮まる新聞！ すると、死ぬのはいつ!?
      

      	
        ウルトラマンの寿命は２万歳！ 生物とはそんなに長く生きられるもの？
      

      	
        イルカに乗って、７つの海を行く。『海のトリトン』の旅はどれほど大変か!?
      

      	
        「十二支」の順番がナットクできない！ ぜひとも科学的に正しくやり直そう！
      

      	
        『エースをねらえ！』の緑川蘭子は、壁打ちでテニスボールを割っていた！ それ可能!?
      

      	
        小説や映画で何度も描かれてきた透明人間。どうすれば実現できるのか？
      

      	
        怪獣図鑑の「得意技」がオモシロイ！ それらは自慢できるほどのワザなのか？
      

      	
        奥付
      

    

  
  
    ランドマーク

    
      	
        目次
      

      	
        表紙
      

    

  
OEBPS/Images/embed0029_HD.jpg
(41 i) SERR
RO LS~
POVPREREIHOVvE SN —





OEBPS/Images/embed0035_HD.jpg
ERAROHEBEL T

ERARIOR S 52
EISAD TS %






OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg
OHER1OM P,
@7 v A TRINIEED

1 RIOEHREZIIL. OEMRD KD b
/ 1L 2Ty 20 Ao 2245| (.,
BEIIERD2UE, 2w N2DIBH.

SEUR A 1X60RE 128 B,

/‘T‘Z\






OEBPS/Images/embed0031_HD.jpg
TH—NKW.LOn—] S
E=EN-T BN
IN IKE—20ER0NV S -
VR





OEBPS/Images/embed0025_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0015.jpg
R4

&
&

®

FANDY A4 X

S

BREFINIL -





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg
FRL7EUT






OEBPS/Images/embed0041_HD.jpg
&h ' 2 <
e | N
| 50m\
‘ = 3400
Q@ ZE D AW
a \1/14. 8cm
— \ \'2 _
*E=m k- A)ﬁ%

-






OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg
D2LIMY \SHREE N4~
HE VNP v
HW O LRS-





OEBPS/Images/embed0038_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg
BEROAEILICE,
Ly ERDFOHKIE
PHFEET LD
SEERIZL b 6/le< b
Hiya!!






OEBPS/Images/embed0034_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
D2LPDUNDNN\R
MOIINNVERHIVER RN’ &
o i ERX N K B 45 J AL I 461 Q—-





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg
1THIIETLNS
128 OE:30t

1THEIIETLNS
1RE DB :20t

(

o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
(=]
e |

BRPIMILIONIES 1THOES: 44t
> 60t 64t <






OEBPS/Images/embed0030_HD.jpg
&)
=68kn x
Q= ~ 64k &
4 ,— BRF3EA5km | %
C GeRTEEGkn T
B 13kn < > | %
% BrEakn <|
gm0
)]
;2
]

B

Co
@MS’V‘ BRI 16km

M+ =X DIR{L

St Dok

Y
CASE YR

m W
N
S





OEBPS/Images/embed0026_HD.jpg
Y2RUBKON NOGENIEV?
reL>L\) SEINSHIKERS:





OEBPS/Images/embed0044_HD.jpg
R o

7/

A\

)

YANAGITA RIKAO
L -

—_—






OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0023_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0040_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
@ 2N

{4£75:340 X 340 X 340=3900 5 &5

4|

50m

N\

5 X340

\V

O ZE D AW

\LM. 8cm

/ \
- A){g

)





OEBPS/Images/embed0037_HD.jpg
SHAREIHIS IR | R
._ﬁ._._._:/n/l|. %n.b._l.m
MIXK KRS D P IS RO





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg
Py NI TRIZOERERDIZEIL ® =ZOE DIRE
FImA3E,
R, e—p—=5»37y "5 TRIGED
SRR H HE LT !






OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0033_HD.jpg
SRSKENVERRD
HSSMVIUUIRIR <L’
Ve L BRIV USSR





OEBPS/Images/embed0027_HD.jpg
BANIDKER

AREOKER






OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg
ZOANT 2R 5313 425R 5 R VEF
BAICHERT S

/ Zonliery o
/ HEHTHINT 5





OEBPS/Images/embed0024_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
NZF O I ST O
~HOW WD ,SSMMMpTE\'ANI7S3






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		ウルトラマンは身長40ｍ、体重３万５千ｔ。この体格は科学的にどうなのか？


		ウルトラセブンがマッハ７で空を飛ぶと、衝撃波で大変なことになる！


		『シン・ゴジラ』で展開された「無人在来線爆弾」。その威力を科学的に考える。


		なんとスバラシイ武器だろう。『マジンガーZ』のおっぱいミサイルを絶賛！


		『フランダースの犬』の最終回、ネロとパトラッシュが幸せになる方法はなかったの!?


		『恐怖新聞』は、一回読むと寿命が100日縮まる新聞！ すると、死ぬのはいつ!?


		ウルトラマンの寿命は２万歳！ 生物とはそんなに長く生きられるもの？


		イルカに乗って、７つの海を行く。『海のトリトン』の旅はどれほど大変か!?


		「十二支」の順番がナットクできない！ ぜひとも科学的に正しくやり直そう！


		『エースをねらえ！』の緑川蘭子は、壁打ちでテニスボールを割っていた！ それ可能!?


		小説や映画で何度も描かれてきた透明人間。どうすれば実現できるのか？


		怪獣図鑑の「得意技」がオモシロイ！ それらは自慢できるほどのワザなのか？


		奥付









Guide



			Cover


    		目次








OEBPS/Images/embed0036_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg
®— R ORITHED v v "2 TRAIIES F-154 — I Vv o ~2. 5 TRA TGS






OEBPS/Images/embed0032_HD.jpg
: - Kot
ottt Koy s W A5

‘\\<fi”*dé” #AR LT C BERE:10cn

8
NN

\
i

/////*/ = LD,
= T BB DT
7y





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg
BB AN HERRIE
JRET Nt P
£ ARSI VT LN

FANN < TENID g WHEEEYU R4 -
I EE<FHHCTETEE ) o
VSR RWEEIFELIIPQ





OEBPS/Images/embed0028_HD.jpg
NI ZAOBVCEI A

® % b,






OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
E90kg D AR #40mi2






OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg
B AsQ— D
N OSSO L2
s§ ~Q +S MR I
T O P03 —
N

INIDANR®R—NKS K S MEI’
NONNZLIMNDNAR
i 140 QRIR B RONS S





OEBPS/Images/embed0042_HD.jpg
NI

/AN

:'}7 Vi

M 2R 5 7o

v/

~
N
B






OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg
......

RO

P 0 A6

R L

redig R ¥
| BRI VHRER—OOMIEHI QO HREE—
leN)” RESHSOC:





OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg
ROMEKS

BRSO KE: [

.—ﬂalmtz.ﬂ_—/://lm_Nmﬁka.ﬂ/o =
FYNNR—N] Q4805 11 =30 R —





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
R o

7/

A\

)

YANAGITA RIKAO
L -

—_—






OEBPS/Images/embed0039_HD.jpg





